
令和２年度第７回滝沢市教育委員会議定例会議事日程  

 

 

令和２年１０月２２日（木）  

１０時３０分～１１時３０分  

滝沢市役所 ２階 ２０１会議室  

 

 

日程第１  会議録署名委員の指名について  

 

日程第２  会期の決定について  

 

日程第３  教育長事務報告  

 

日程第４  議案第１号 教育委員会の事務に係る点検及び評価の報告書に関し議決を求

めることについて  

 

 



教　育　長　事　務　報　告　書

令和2年10月22日

月　　日 曜 事　　　　　　　　　　　　　　項 場　　　　所

9月25日 金 市議会9月会議（総括・採決） 庁内

〃 〃 議会全員協議会 庁内

9月26日 土 市内小学校運動会
篠木小学校、滝沢小学校、鵜飼
小学校（市総合公園陸上競技
場）、滝沢中央小学校

9月27日 日 県中学校駅伝合同練習会 花巻市「日居城野運動公園」

9月29日 火 市議会9月会議（議案審議） 庁内

9月30日 水 市内小学校訪問① 篠木小学校、鵜飼小学校

10月1日 木 令和2年度新採用職員条件付採用期間満了に伴う市長訓示 庁内

10月2日 金 県中学校駅伝競走大会 花巻市「総合体育館」

10月3日 土 市内中学校文化祭 滝沢第二中学校、滝沢中学校

〃 〃 市内中学校体育祭 一本木中学校

10月5日 月 市内小中学校訪問②
滝沢小学校、滝沢第二小学校、
滝沢中央小学校、滝沢南中学校

〃 〃 県教職員組合滝沢支部来庁（要請書回答） 庁内

10月6日 火 市内中学校文化祭 滝沢南中学校

10月7日 水 市内小中学校訪問③
滝沢東小学校、滝沢第二中学
校、滝沢中学校

10月10日 土 市内中学校体育祭 柳沢小中学校

10月12日 月 第7回校長会議 庁内

10月13日 火 市内小中学校訪問④ 姥屋敷小中学校

10月14日 水 市内小中学校訪問⑤ 篠木小学校、滝沢中央小学校

10月15日 木 第１回社会教育委員会議 庁内

〃 〃 市政懇談会（篠木地域づくり懇談会） 多目的研修センター

10月16日 金 市内小中学校訪問⑥ 滝沢東小学校、柳沢小中学校

〃 〃 ふれあい給食会 篠木小学校

10月17日 土 市内小中学校文化祭 姥屋敷小中学校

10月18日 日 県中学校新人大会ハンドボール競技（滝沢南中学校） 花巻市「総合体育館」

10月19日 月 市内小中学校訪問⑦ 滝沢第二小学校

〃 〃 市内中学校体育祭 滝沢第二中学校

10月20日 火 市内小中学校訪問⑧ 滝沢南中学校

10月21日 水 市内小中学校訪問⑨ 一本木小学校、一本木中学校

10月22日 木 第７回教育委員会議 庁内



議案第 １ 号  

 

教育委員会の事務に係る点検及び評価の報告書に関し議決を求めることについて  

 

教育委員会の事務に係る点検及び評価の報告書を別添のとおりとすることについて、議

決を求める。  

 

 

令和２年１０月２２日提出      

 

 

滝沢市教育委員会教育長   熊 谷 雅 英  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定による教育委員会の事

務に係る点検及び評価の報告書を別添のとおりとしようとするものである。これが、この

議案を提出する理由である。  



 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 

教育委員会事務点検評価報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
滝沢市教育委員会 
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１  

第１次滝沢市総合計画の取り組み  
 

 

滝沢市では、平成２７年３月に第１次総合計画（計画期間平成２７年度～令

和４年度）を策定しました。総合計画は、「基本構想‐基本計画‐実行計画」

の体系により推進しています。 

基本構想は、市民全員が共有する「住民自治日本一をめざす地域社会計画」

とし、誰もが幸福を実感できる活力に満ちた地域の実現に向けて、市民主体に

よる幸福感を育む環境づくりの基盤を創ることを目指しています 。 

また、基本計画（前期基本計画平成２７年度～３０年度、後期基本計画令和

元年度～令和４年度）は、「地域社会行動計画」として、幸福感を育むための

市民主体の地域づくりの取り組みを表した「地域別計画」と公共が市民主体の

地域づくりを支援し、市民の想いの実現を表した「市域全体計画」により構成

されており、実行計画（計画期間４年間）は、「市域全体計画」実現のための

具体的な手段の計画として策定されています。 

この報告書は、第１次滝沢市総合計画基本構想・後期基本計画（市域全体計

画）・実行計画で定めた目標がどれだけ達成できたかという視点で、教育委員

会の令和元年度の事務事業の実績を評価したものであり、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第２６条に定める点検及び評価結果の報告書となるもの

です。  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・「第１次滝沢市総合計画後期基本計画令和元年度事業実績報告書」のう

ち教育委員会が  所管する事務事業  について掲載しています。  
 

・  「第１次滝沢市総合計画後期基本計画令和元年度事業実績報告書」・・  

 「令和元年度実行計画書兼事業説明書」に記載された事業、令和元年度の

補正予算により年度途中から開始された事業の計画に対して、その成果

や実績について示すものです。また、第１次滝沢市総合計画基本構想の

将来像を実現するための各政策、基本施策及び施策を含む、後期基本計

画の市域全体計画を受け、各取り組み状況を示すものでもあります。  
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第 1 次滝沢市総合計画
序章

８年間
地域別計画

（幸福感を育む地域づくり）

４年間単位
市域全体計画

（セーフティネットの維持・
市民主体の地域づくり支援）

８年間 
総合計画 

幸福感を育む地域環境の創出
地域最適水準の実現

　本総合計画は、滝沢市自治基本条例第9条の規定
に基づき策定します。
　計画期間及び構成は、次のとおりです。

ア 基本構想
（ア）計画期間
　平成27年度（2015年度）から令和４年度（2022
年度）までの8年間。

（イ）計画の主旨
　「住民自治日本一をめざす地域社会計画」として、
市民主体の地域づくりの基本となる計画。

（ウ）特徴
　市民主体の地域づくりを市民と行政が共有するた
めに、幸福実感一覧表及び暮らしやすさ一覧表を
掲げ、めざすべき目標値を設定。

イ 基本計画
（ア）計画期間
　基本構想計画期間を前後期4年間に区分した計画。

（イ）計画の主旨
　基本構想実現のための市民と行政の行動計画。
市民については、地域別計画、行政については市域
全体計画に記載。

（ウ）特徴
a 地域別計画については、市民主体の地域づくりの
下、市民が担う計画。市域を11地区に区分し、それ
ぞれの地域で基本構想の実現のための活動を記載。

b 市域全体計画については、行政が担う計画とし、
部門別計画（政策）ごとに、基本施策、施策の階
層を設け、政策方針展開を実施。併せて、部門又
は基本施策を超えた展開を必要とする計画を分野
別計画とし、基本施策内で策定される計画を実施
計画として位置づけ。

ウ 実行計画
（ア）計画期間
　基本計画の市域全体計画内に実施される事業ごと
に設定される期間。毎年度4年間の見通しを策定。

（イ）計画の主旨
　基本計画の市域全体計画の実現のために実施され
る事業計画。

（ウ）特徴
　基本計画を推進する上での行政による手段。毎年度、
社会情勢の変化、市の財政状況、事業の進捗状況等
を踏まえて見直しを実施。

（3） 総合計画の計画期間及び構成

本総合計画の計画は8年間（平成27年度から令和４年度）までとします。
本総合計画は、「基本構想」を市民全員が共有する「住民自治日本一の市をめざす
地域社会計画」とし、その行動計画を4年間単位の「基本計画」とします。
基本計画は、市民主体の「地域別計画」と行政主体の「市域全体計画」で構成します。

行政
（安全・安心の暮らし
と、市民活動の支援）

市民・地域
（幸福感を育む
地域づくり）

3
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第 1 次滝沢市総合計画
後期基本計画　第Ⅲ章　市域全体計画

7

政
策
の
展
開
に
つ
い
て

　滝沢市自治基本条例に定める「めざす地域の姿」に向けて、基本構想で
掲げた「めざすまちの姿」への取組を6 つの部門別計画により進めます。

めざすまちの姿
※滝沢市自治基本条例第５条に規定する「めざす地域の姿」に向けた８年間の取組視点視点

活かす 恵まれた自然環境を身近に感じ、
暮らしに活かすまち

支えあう 互いに支えあい、人とのふれあいが
生活に潤いを与えるまち

輝く
みんなが健康づくりに取り組み、
一人一人が輝きながら、安心して
暮らせるまち

暮らす 安全で快適な暮らしが実感できる
よう、みんなで取り組むまち

学ぶ
子どもから高齢者まで、夢を抱き、
夢に向かって互いに学びあい、
成果を活かせるまち

働く 雇用環境が充実し、みんなが安心
して生き生きと働けるまち

受け継ぐ 次世代に伝統と文化を受け継ぎ、
ふるさとに愛着を持てるまち

集う
地域と世代を超えて集い、人との
関わりに幸せを実感して地域づくり
ができるまち

4
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第 1 次滝沢市総合計画
後期基本計画　第Ⅲ章　市域全体計画

めざすまちの姿の実現に向けた各部門計画
各部門計画目次

1 市民環境部門計画   
▲

   77P

2 健康福祉部門計画   

▲
   101P

3 経済産業部門計画   

▲
   153P

4 都市基盤部門計画   

▲
   175P

5 生涯学習部門計画   

▲
   211P

6 政策支援部門計画   

▲
   246P

活かす 支え合う 暮らす

活かす 暮らす

集う 支え合う

輝く

学ぶ 受け継ぐ

働く

5
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市
民
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部
門
計
画
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部
門
計
画
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涯
学
習
部
門
計
画

健
康
福
祉
部
門
計
画

政
策
支
援
部
門
計
画

211

第１次滝沢市総合計画　第Ⅲ章　後期基本計画　市域全体計画
５　生涯学習部門計画

経
済
産
業
部
門
計
画

5
生
涯
学
習
部
門
計
画

学
び
に
よ
り
充
実
し
た
人
生
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

（p212）

５-1

生き生きと学習できる

教育基盤の充実

(p214)

5-1-1
居心地の良い教育環境
の充実（p216）

5-1-2
安全安心な教育施設の
整備（p218）

５-2

「生きる力」を育てる

学校教育の充実

(p220)

5-2-1
確かな学力を育む教育の
推進（p222）

5-2-2
豊かな人間性や社会性の
育成（p224）

5-2-3
健康・安全活動の支援
（p226）

５-3

学校給食による

望ましい食習慣

の実現(p228)

5-3-1
安全安心な学校給食の
提供と食育の推進（p230）

５-4

生きがいが持てる

学びの環境の構築

(p232)

5-4-1
学びによる生活の質の
向上（p234）

5-4-2
スポーツによる健康づくり
の推進（p236）

５-5

学びの環境の充実と

文化芸術の継承

(p238)

5-5-1
学べる・活かせる環境
づくり（p240）

5-5-2
文化芸術の振興（p242）

政策 基本施策 施策

7
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Ⅰ 本報告書の趣旨 

本報告書は、「平成31年度実行計画書兼事業説明書」に記載された事業と、令和元年度の補正予算に

より年度途中から開始された事業について、その成果や実績を示すものです。また、第１次滝沢市総合

計画基本構想の将来像の実現のために策定した、各政策、基本施策及び施策を含む後期基本計画の市域

全体計画を受け、各取組状況を示すものでもあります。 

 

Ⅱ 期間 

第１次滝沢市総合計画後期基本計画期間である令和元年度～令和４年度中、令和元年度分について報 

告します。 

 

Ⅲ 掲載についての留意点 

① 第１次滝沢市総合計画後期基本計画の政策・基本施策ごとに整理しています。 

※平成30年度までに完了した事業については、令和元年度における施策の中から最も近いものへ

分類した形で整理しています。 

② 義務的事業は、事業名の下に「義務的事業」と表記されています。 

※義務的事業の概要については３ページ目を参照ください。 

③ 継続（事業）区分は、新規事業・継続事業のいずれかが示されています。 

④ 事業主体は、滝沢市主体・協働事業・他団体事業主体のいずれかが示されています。 

⑤ 事業の意図やねらいは、事業の目的を含め、実施による成果・効果が示されています。 

⑥ 事業概要は、令和元年度に実施する事業内容を示しています。 

⑦ 活動指標は、各事業に係る４ヵ年の指標と目標値を示しています。ただし、適切な活動指標の設 

 定が困難な場合は、空欄としています。また、令和元年度から新規に設定した目標値等の場合、過 

 去分が０として掲載されているほか、前期基本計画の目標値が掲載されていることがあります。 

⑧ 決算額（事業費）は令和元年度に執行した事業費の合計を示しています。千円未満の端数につい 

 ては、決算統計値を基準として事業毎に端数処理が行われております。 

※一般会計予算事業・特別会計予算事業・企業会計予算事業の事業費について、職員人件費、公 

 債費及び一般行政事務費は含まれません。また、事業期間外に支出した事業費（繰越明許費な 

ど）についても含まれません。 

⑨ 備考欄には、全体事業期間・特定財源の名称等を示しています。また、【特別会計】は特別会計 

予算事業を、【公営企業会計】は地方公営企業会計予算による事業で、< >は以下を示していす。 

※全体事業期間は、事業の開始年度および終了予定の年度を示していますが、開始年度が不明な   

 場合は令和元年度に、終了予定がない場合は令和4年度に事業期間を設定しています。 

※繰越明許費の記載がある事業は、平成30年度中において設定した上限額を記載しています。 

<新 規 事 業> 令和元年度から実行計画書に登載した事業 

<統 合 事 業> 平成30年度に実施した事業のうち、令和元年度にて２事業以上が統合された事業 

<分 割 事 業> 平成30年度に実施した事業のうち、令和元年度にて２事業以上に分割された事業 

<名称変更事業> 令和元年度より、事業の名称が変更となった事業 

<ゼロ予算事業> 特別な予算措置は無く、職員人件費等により行われている事業で年間80時間以上

の勤務を要する事業 

<調 査 事 業> 事業の実施やその実現・有効性等について調査をする事業 

令和元年度事業実績報告書 
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Ⅳ　政策の実現手段

実行計画総括表（令和元年度）

事業数

131 15,146,141 15,118,283
(109)

58 2,187,600 1,806,602
(45)

32 525,358 433,801
(31)

417 21,703,568 21,047,431
(381)

※令和元年度補正予算新規事業が追加となっています。
※事業実績報告書内の平成28、29及び30年度完了事業は事業数に含まれていません。

展開戦略

教育機関との連携による取組

若者が定住できる受
け皿の確保

Ⅴ　展開戦略
　　令和元年度を始期とする後期基本計画では、最終年度である令和４年度までの目標を「幸せづく
  り活動が増えているまち」と定め、「健康づくりを通じた幸せづくりの加速」と「若者が定住でき
　る受け皿の確保」の２つの展開戦略を用いて、「幸福感を育む環境づくりの基盤づくり」の実現に
　取り組むこととしており、それらの取組みに対応した事業の展開を加速させるために、展開戦略を
　基にした事業の実施に努めることとしています。
　　事務事業実施にあたっての展開戦略の視点は以下のとおりとしています。

展開戦略の視点

健康づくりに関連する新たな取組

健康づくりに関連する視点を持った既存事業の新たな取組

政策の枠を超えた横断的な健康づくりの取組

子どもや子育て世代への支援

住環境の整備

地域への愛着の醸成につながる取組

地域産業の振興につながる取組

民間企業との連携協定に基づく取組

健康づくりを通じた
幸せづくりの加速

（単位：件、千円）

政   策   名
令和元年度
計画事業費

令和元年度
決　算　額

1 多様なつながりによって市民が行動しているまち 42 2,200,861 2,142,150

2 健やかで笑顔にあふれるまち

（うち一般会計分） (6,361,483) (6,393,497)

3
地域の産業がより活性化し、次代を見据えた挑戦を続け
るまち

64 389,898 352,464

4 ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち

（うち一般会計分） (1,081,919) (782,673)

5 学びにより充実した人生を送ることができるまち 90 1,253,710 1,194,131

6
次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進め
る部門

（うち一般会計分） (521,487) (430,899)

政策　計

（うち一般会計分） (11,809,358) (11,295,814)
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Ⅵ ページの見方 

基本的な構成は、「平成31年度実行計画書兼事業説明書」と同一です。 

  

「進捗率」は、 

（R1達成値－基準値）÷（最終年度目標値－基準値）×100 

という式で算出されるため、目標値によっては 100を超える場

合や、マイナス表示となるもの、０として表示されるものがあ

ります。 

令和元年年度当初に設定した基本施策の重点課題の要旨と、 

それに対応した達成状況をそれぞれ記載しています。 

令和元年度当初に設定した政策目標に対し、 

達成値及び達成状況を記載しています。 

進捗状況については、Ａ（順調に推移）～ 

Ｄ（進展していない）の 4段階で表示しています。 

令和元年度当初に設定した各事業の意図やねらいの要旨と、 

それに対応した達成状況をそれぞれ記載しています。 

政
策
に
関
す
る
部
分 

基
本
施
策
に
関
す
る
部
分 

各
事
業
に
関
す
る
部
分 
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令和元年度当初に設定した政策の重点課題の要旨と、 

それに対応した達成状況をそれぞれ記載しています。 

令和元年度における各基本施策の取り組み結果を受け、 

今後の方向性や課題についてそれぞれ記載しています。 

各事業における活動指標・投資指標について、令和元年度の実績・決算

額を表示しています。後期基本計画の策定にあたり、新指標を設定した

場合、過去の実績値が０のものや過去の数値が記載されていることがあ

ります。 
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励事業 【事業意図・ねらい】経済的な理由により就学困難と認められる児童生徒の保護

者や特別支援学級へ就学する児童生徒の保護者へ経済的支援を行います。

【達成状況】就学援助費、特別支援教育就学奨励費を支給し、

 

保護者の負担軽減

（義務的事業） 及び義務教育の円滑な実施が図られました。

継続区分 会計・款・項・目 令和元年度の事業概要（実績）
・就学援助費継続 一般・10款・1項・3目
　要保護及び準要保護児童生徒を認定し、

学

その保護者へ学用品費、通学用品費、
事  

計

  業    主  

画

  体 給食費、医療費

の

等を支給しました。要

ビ

保護7人、準要保護6

ジ

99人

教育総務課 ・特

ョ

別支援教育就学奨励費

ン

【滝沢市主体】 　特別

（

支援学級在籍者につい

び

政

て、世帯の所得に応じ

策

て支弁区分を決定し、

が

支弁区

分に応じて学用

実

品費、通学用品費、給

現

食費等を支給しました

で

。対象者52人

きたとき

に

の状態）

全ての世代が

よ

学びによる幸福感を育

り

めるよう、生涯にわた

充

って学びあい、学んだ

実

ことを生かせるととも

し

に、伝統文化・芸術

を

政 た

次世代に継承し、ふる

人

さとに愛着を持つこと

生

で、いきがいとやりが

を

いのある充実した人生

送

を送ることができるま

る

ちを目指

します。

政策

こ

目標値の達成状況

基準

と

値 上：戦略目標見込値

が

／下：達成値 目標値 進

で

捗状況No 政 策 目 標 指

策 き

数
平成30年度 令和元

る

年度 令和2年度 令和3

ま

年度 令和4年度 令和4

ち

年度 進捗率(%)

暮 子

 

どもの教育について、

基

学校、家庭、地域の連

本

携があると感じている

施

人の割合
1 ら 58.4

策

58.4 58.4 58

　

.4 58.4 Ｄ58.

　
０

4単 位 ％し 47.2

１

- - - - 0.0

幸 趣味

 

や特技を披露できる機

 

会が地域にある人の割

 

合
2 18 20 22 25

生

25 Ｃ16.7単 位

き

％福 19.4 - - - -

生

32.5

き

基本施策が４

と

年間でめざす姿

・子ど

　
学

もたちが生き生きと学

習

習できる、居心地の良

で

い、安全・安心な教育

き

基盤の充実に努めます

る

。

・少子化、児童生徒

教

の偏在化を踏まえ、中

育

長期的な展望のもとに

基

学校の適正規模の在り

盤

方についての検討に着

の

手します。

・就学機会

　
充

を確保すべく経済的に

実

困窮している世帯への支援を引き続き行うとともに、急速な情報化社会の進展に即応する

ために学校ICT化に向けた環境整備を進め、市内の大学との連携強化や地域の人材を活用するなど支援者等の

０

確保に努めま

す。

・既存施設の修繕、長寿命化を図るなど維持管理に努め、教育基盤のより一層の充実を目指します。

基本計画期間内の取り組みと方針のうち、令和元年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

【重

５

点課題】

・学校施設、設備の老朽化に対応した教育施設の整備

・学校ICT化に向けた校務用PCの配備

【重点課題に対応した達成状況】

・鵜飼小学校の大規模改修を進めるとともに、市内全小中学校に空調設備を設置し、

 

教育環境の改善に努めました。

・校務用PCの配備を進め、学校のICT環境を整備しました。

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

就学援助・就学奨
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令 報

善

数 622 681 707

に

731   令和元年度

つ

～令和4年度標
動 67

い

4 709 731 758

て

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

は

位 ○特定財源

決   要

、

保護児童生徒援助費補

老

助金投 年度別事業費 5

朽

7,319 61,05

化

3 69,350 69,

告

し

219   【国】（1

て

/2）特別支援教育
 

い

 就学奨励費補助金【

る

国】（1/資 内 特定財

鵜

源 2,961 2,45

飼

5 3,035 2,75

小

1
算   2）被災児童

学

生徒就学援助事
  業

校

費補助金【県】（10

校

/10）指 訳 一般財源

平

舎

54,358 58,5

の

98 66,315 66

屋

,468

額標 他団体事

根

業負担額

外壁等の改修

成

を進めるとともに、市

2

内小中学校の普通

教室

8

等に空調設備を整備し

年

ました。

・老朽化した

度

学校施設、体育施設に

～

ついては、修繕等によ

令

り適切な維持管理に努

和
和

めました。

・学校ＩＣ

元

Ｔ化については、教育

年

用コンピュータを４校

度

更新しました。

・学校

（

教育については、滝沢

単

市学校教育指導計画に

位

基づき「正義」と「信

 

頼」の学校づくりを進

 

め、生涯学習について

千

は、

第1次滝沢市生涯

元

円

学習推進計画後期基本

）

計画「学びプランたきざわ」に基づき、生きがいが持てる学びの環境の構築を促進

しました。

・学校給食については、地場産品等の活用を図りながら安全安心な給食を提供しました。

基本計画内の取り

年

組みと方針のうち、令和元年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概

政

ね達成した

【重点課題

策

】

・児童生徒の学習環

目

境の改善

・確かな学力

標

を育む教育の推進

・生

の

涯学習推進施策の展開

達

【重点課題に対応した

成

達成状況】

・鵜飼小学

度

（

校の大規模改修を進め

実

るとともに市内小中学

現

校に空調設備を整備し

）

ました。

・わかる授業

に

の推進と授業と連動し

向

た家庭学習の取組の充

け

実を図りました。

・「

た

学びプランたきざわ」

基

に基づく全庁による学

本

びの展開を図りました

事

計

。

画

基本施策目標の達

期

成（実現）に向けた計

間

画期間内の取り組みと

内

方針についての達成（

の

実現）状況

Ｂ 概ね達成

取

した

・学習環境の改善

り

を図るため、市内小中

組

学校の普通教室等へ空

み

調設備を設置しまた。

業

と

・学校ICT化に対応

方

するため、教職員の校

針

務用コンピュータの配

に

備を進めました。

・学

つ

校の施設、設備の老朽

い

化に対応するため、学

て

校施設の個別施設計画

の

を策定しました。

令和

達

3年度方針策定に際し

成

、今後の方向性や引継

実

（

課題

Ｂ 課題あり

【今後

実

の方向性】

引き続き基

現

本施策の実現に向け、

）

教育基盤の充実に関す

状

る取組を進めます。

【

況

引継課題】

・学校IC

Ｂ

T化に向けた情報環境

概

整備

・学校の施設、設

ね

備の老朽化への対応

・

達

少子化、児童生徒の偏

績

成

在化を踏まえた中長期

し

的な学校配置について

た

の検討

・学

項  

習

     目 平成28

環

年度 平成29年度 平成

境

30年度 令和元年度 備

の

       考

目 ○

改

全体事業期間活 支給人
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成

種大会に出場する児童

果

生徒の旅費（滝沢市小

や

中学校文化体育連盟継

効

続 一般・10款・1項

果

・3目
旅費支給規程に

）

よる）及びその事務に

の

係る経費を補助しまし

達

た。
事    業  

成

  主    体
教育

状

総務課

【他団体事業主

 

況

体】

滝沢市小中学校文

就

化体育連盟

学

事   

助

    業     

成

  名 事業の意図やね

事

らい（成果や効果）の

業

達成状況

小学校維持管

【

理事業 【事業意図・ね

事

らい】児童が良好な教

業

育環境で学校生活を過

学

意

ごせるようにします

。

図

【達成状況】学校施設

・

の維持管理を適切に行

ね

いました。

継続区分 会

ら

計・款・項・目 令和元

い

年度の事業概要（実績

】

）
学校維持管理に必要

遠

な物品の購入、公共料

距

金の支払い、施設の点

離

検作業等を実施継続 一

び

か

般・10款・2項・1

ら

目
しました。

事   

通

 業    主   

学

 体
教育総務課

【滝沢

す

市主体】

る

事    

児

   業      

童

 名 事業の意図やねら

生

い（成果や効果）の達

徒

成状況

小学校校舎等補

に

の

修事業 【事業意図・ね

保

らい】小学校設置者と

護

して、その施設及び設

者

備を常時適法な状態

に

や

維持します。

【達成状

、

況】必要な補修工事を

罹

実施して、児童の指導

災

上・保健衛生上・安全

し

及び

管理上適切なもの

た

にしました。

継続区分

よ

児

会計・款・項・目 令和

童

元年度の事業概要（実

生

績）
日常的な補修工事

徒

を実施しました。継続

の

一般・10款・2項・

保

1目

事    業  

護

  主    体
教育

者

総務課

【滝沢市主体】

の負

り

担を軽減し、就学を支

充

援します。

【達成状況

実

】遠距離通学費や罹災

し

学用品費を支給し、保

政 た

護者の負担軽減、義務

人

教

育の円滑な実施が図

生

られました。

継続区分

を

会計・款・項・目 令和

送

元年度の事業概要（実

る

績）
児童で4ｋｍ以上

こ

、生徒で6ｋｍ以上の

と

通学距離で、かつ、交

が

通機関を恒常的に利継

で

続 一般・10款・1項

策 き

・3目
用している遠距

る

離通学者の保護者へそ

ま

れぞれ遠距離通学費を

ち

支給しました。
事  

 

  業    主  

基

  体 　・遠距離通学

本

費　支給人数415人

施

教育総務課 　・罹災学

策

用品費　支給人数　0

　

人

【滝沢市主体】

　
０

事

１

       業  

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

滝沢市

生

教育研究団体協議会交

き

付金事業 【事業意図・

生

ねらい】市の教育研究

き

団体（６団体）相互の

と

情報共有を図り、学校

　
学

教育の調査・研究と児

習

童生徒の文化体育活動

で

を推進します。

【達成

き

状況】教育研究団体相

る

互の情報交換を行い、

教

学校教育の調査・研究

育

と児童

生徒の文化体育

基

活動を推進しました。

盤

継続区分 会計・款・項

の

・目 令和元年度の事業

　
充

概要（実績）
教育研究

実

団体（滝沢市教育研究会、滝沢市小学校体育連盟、滝沢市中学校体育連継続 一般・10款・1項・3目
盟、滝沢市学校図書館協議会、滝沢市学校視聴覚教育協議会、滝沢市学校保健会

事    業  

０

  主    体 ）６団体相互の連絡調整・情報交換を行い、滝沢

事

市の学校教育の調査・

 

研究と児

教育総務課 童

 

生徒の文化体育活動を

 

推進しました。

【他団

 

体事業主体】

滝沢市教

 

育研究団体協議会

 

事

５

 

       業  

業

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

滝沢市

 

小中学校文化体育連盟

 

補助事業 【事業意図・

 

ねらい】小中学校の児

 

童生徒が県大会以上へ

 

出場する際の旅費を補

名

助することで、学校教

 

事

育における体育・芸術

業

文化活動の振興を図り

の

ます。

【達成状況】上

意

記の大会出場旅費を補

図

助し、児童生徒の体育

や

・芸術文化活動の振

興

ね

を図りました。

継続区

ら

分 会計・款・項・目 令

い

和元年度の事業概要（

（

実績）
県大会以上の各

14



令 報

体

度標
動 8 8 8 9値 単 位

事

校

／指
実

標 績 単 位

決投

業

年度別事業費 15,1

期

07 7,790 7,7

間

01 16,449

資 内

活

特定財源 227
算

指 訳

支

一般財源 15,107

給

7,790 7,474

人

16,449

額標 他団

数

体事業負担額

告

484 464 448 4

平

30   令和元年度～

成

令和4年度標
動 444

2

441 419 415値

8

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

年

決投 年度別事業費 12

度

,574 12,406

～

12,171 12,5

令

30

資 内 特定財源
算

指

和
和

訳 一般財源 12,57

元

4 12,406 12,

年

171 12,530

額

度

標 他団体事業負担額

（単位

項      

 

 目 平成28年度 平成

 

29年度 平成30年度

千

令和元年度 備    

元

円

   考

目 ○全体事業

）

期間活 研修会・講習会等実施回数 12 12 12 12   令和元年度～令和4年度標
動 12 12 12 12値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 4,077 3,384 3,384 3,384

資 内 特定財

年

源
算

指 訳 一般財源 4,077 3,384 3,384 3,384

額標 他団体事業負担額

項       目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備     

度

  考

目 ○全体事業期間活 出場人数 1,220 1,220 1,220 1,220   令和元年度～令和4年度標
動 1,181 1,20

項

8 1,211 1,21

 

2値 単 位 人

／指
実

標 績

 

単 位

決投 年度別事業費

 

8,132 7,537

事

 

4,732 5,679

 

資 内 特定財源
算

指 訳 一

 

般財源 8,132 7,

 

537 4,732 5,

目

679

額標 他団体事業

平

負担額

成2

項  

8

     目 平成28

年

年度 平成29年度 平成

業

度

30年度 令和元年度 備

平

       考

目 ○

成

全体事業期間活 維持管

2

理学校数 8 8 8 9   

9

令和元年度～令和4年

年

度標
動 8 8 8 9値 単 位

度

校

／指
実

標 績 単 位 ○特

平

定財源

決   防音事業

成

関連維持事業補助金投

3

年度別事業費 81,7

実

0

06 85,314 82

年

,699 97,328

度

  【国】教育実習受

令

入金【その
  他】他

和

資 内 特定財源 355 4

元

15 348 385
算  

年

 
  指 訳 一般財源 8

度

1,351 84,89

備

9 82,351 96,

 

943

額標 他団体事業

績

 

負担額

  

項  

 

     目 平成28

 

年度 平成29年度 平成

 

30年度 令和元年度 備

考

       考

目 ○

目

全体事業期間活 補修工

○

事学校数 8 8 8 9   

全

令和元年度～令和4年
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成

置者として、老朽化し

果

た便所の補修工事、洋

や

式化

を実施して、児童

効

の指導上、保健衛生上

果

及び管理上適切なもの

）

にします。

【達成状況

の

】事業実施に向け、特

達

定財源や工事費、工事

成

内容等の調査を実施し

状

ま

した。

継続区分 会計

 

況

・款・項・目 令和元年

小

度の事業概要（実績）

学

改修工事実施に向け、

校

特定財源や工事費、工

備

事内容等の調査を進め

品

ました。継続 一般・1

購

0款・2項・1目

事 

入

   業    主 

事

   体
教育総務課

【

業

滝沢市主体】

学

【

事  

事

     業    

業

   名 事業の意図や

意

ねらい（成果や効果）

図

の達成状況

教育委託事

・

業 【事業意図・ねらい

ね

】盛岡市立月が丘小学

ら

校及び盛岡市立城北小

い

学校の近隣に在

住する

】

学齢児童が、それらの

び

児

学校に通学できるよう

童

にします。

【達成状況

が

】上記小学校へ通学で

良

き、通学距離の短縮及

好

び通学の安全が図られ

な

ま

した。

継続区分 会計

環

・款・項・目 令和元年

境

度の事業概要（実績）

で

滝沢市穴口地内の滝沢

学

市教育委員会が指定す

に

校

る区域に住所を有し、

生

かつ、保護者継続 一般

活

・10款・2項・2目

を

が盛岡市立学校への就

送

学を希望する学齢児童

る

について、義務教育に

た

関する事務の
事   

め

 業    主   

に

 体 管理及び執行を盛

必

岡市教育委員会へ委託

よ

要

し、それに係る経費を

な

負担しました。

教育総

備

務課

【協働事業】

盛岡

品

市

の整

備を図り

り

ます。

【達成状況】事

充

前ヒアリングにより要

実

望があった管理備品に

し

ついて整備しました

。

政 た

継続区分 会計・款・項

人

・目 令和元年度の事業

生

概要（実績）
学校から

を

要望のあった維持管理

送

用備品を購入しました

る

。継続 一般・10款・

こ

2項・1目

事    

と

業    主    

が

体
教育総務課

【滝沢市

で

主体】

策 き

事     

る

  業       

ま

名 事業の意図やねらい

ち

（成果や効果）の達成

 

状況

小学校屋根・外壁

基

等改修事業 【事業意図

本

・ねらい】経年劣化に

施

より大規模な修繕が必

策

要となっている校舎・

　

体

育館の屋根、外壁等

　
０

の改修を行い教育環境

１

の改善を図ります。

【

 

達成状況】鵜飼小学校

 

校舎のⅠ期・Ⅱ期改修

 

工事を実施し、完了し

生

ました。

継続区分 会計

き

・款・項・目 令和元年

生

度の事業概要（実績）

き

【鵜飼小学校】継続 一

と

般・10款・2項・1

　
学

目
・大規模改修工事（

習

Ⅰ期・Ⅱ期）が完了し

で

ました。
事    業

き

    主    体

る

教育総務課

【滝沢市主

教

体】

育

事      

基

 業       名

盤

事業の意図やねらい（

の

成果や効果）の達成状

　
充

況

小学校空調設備整備

実

事業 【事業意図・ねらい】児童の熱中症対策のために普通教室等へ空調設備を整備し

、教育環境の改善を図るものです。

【達成状況】普通教室等へ空調設備の整備が完了しました。

継続区分 会計・款・

０

項・目 令和元年度の事業概要（実績）
普通教室等へ空調設備の整備

事

が完了しました。継続

 

一般・10款・2項・

 

1目
投資指数：令和元

 

年度事業費決算額　4

 

18,047千円
事 

 

   業    主 

 

   体 　　　　　 

５

 

       内訳 

業

 特定財源　417,

 

178千円

教育総務課

 

          

 

          

 

    一般財源　 

 

   869千円

【滝

 

沢市主体】 特定財源：

 

ブロック塀・冷房設備

名

対応臨時特例交付金【

 

事

国】（1/3）

　　　

業

　　学校教育施設等整

の

備事業債　　　　

意

事

図

       業  

や

     名 事業の意

ね

図やねらい（成果や効

ら

果）の達成状況

小学校

い

便所改修事業 【事業意

（

図・ねらい】小学校設
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令 報

体

標
動 38 38 32 16

事

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

業

位

決投 年度別事業費 4

期

,374 3,653 4

間

,015 2,058

資

活

内 特定財源
算

指 訳 一般

備

財源 4,374 3,6

品

53 4,015 2,0

整

58

額標 他団体事業負

備

担額

告

学校数 8 8 8 9   令

平

和元年度～令和4年度

成

標
動 8 8 8 9値 単 位 校

2

／指
実

標 績 単 位

決投 年

8

度別事業費 7,065

年

7,786 3,548

度

6,385

資 内 特定財

～

源 1,600 3,20

令

0
算

指 訳 一般財源 5,

和
和

465 4,586 3,

元

548 6,385

額標

年

他団体事業負担額

度

（単

項       

位

目 平成28年度 平成2

 

9年度 平成30年度 令

 

和元年度 備     

千

  考

目 ○全体事業期

元

円

間活 屋根・外壁改修工

）

事実施校数 0 0 1 1   平成30年度～令和2年度標
動 0 0 0 1値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   学校施設環境改善交付金【国投 年度別事業費 8,068 89,630   】（1/3）
  防

年

災・減災・国土強靭化緊急資 内 特定財源 5,500 88,834
算   対策事業債

  指 訳 一般財源 2,568 796 令和元年度実施平成30年度繰越

額 明許費18,560千円、令和2年度標 他団体事業負担額
へ繰越明許

度

費86,251千円

項       目 平成28年度 平成29年度 平成30年度

項

令和元年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

 

期間活 普通教室空調設

 

備整備率 0 0 0 100

事

 

  平成30年度～令

 

和元年度標
動 0 0 0 1

 

00値 単 位 ％

／指
実

標

 

績 単 位

決投 年度別事業

目

費

資 内 特定財源
算

指 訳

平

一般財源 令和元年度実

成

施平成30年度繰越

額

2

明許費418,047

8

千円標 他団体事業負担

年

額

業

度 平

項    

成

   目 平成28年度

2

平成29年度 平成30

9

年度 令和元年度 備  

年

     考

目 ○全体

度

事業期間活 校舎便所改

平

修工事実施校数 1 3 0

成

0   令和元年度～令

3

和4年度標
動 0 4 0 0

実

0

値 単 位 校

／指 校舎便器

年

洋式化率 68 94 94

度

94
実

標 68.95 9

令

4.83 94.83 9

和

5.6績 単 位 ％

決投 年

元

度別事業費 29,46

年

7

資 内 特定財源 24,

度

360
算

指 訳 一般財源

備

5,107 <調査事業

 

>

額標 他団体事業負担

績

 

額

  

項    

 

   目 平成28年度

 

平成29年度 平成30

 

年度 令和元年度 備  

考

     考

目 ○全体

目

事業期間活 委託人数 4

○

6 42 40 16   令

全

和元年度～令和4年度
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成

校校舎等補修事業 【事

果

業意図・ねらい】中学

や

校設置者として、その

効

施設及び設備を常時適

果

法な状態

に維持します

）

。

【達成状況】必要な

の

補修工事を実施して、

達

生徒の指導上・保健衛

成

生上・安全及び

事業の

状

管理上適切なものにし

 

況

ました。

継続区分 会計

小

・款・項・目 令和元年

学

度の事業概要（実績）

校

日常的な補修工事を実

教

施しました。継続 一般

育

・10款・3項・1目

用

事    業    

コ

主    体
教育総務

ン

課

【滝沢市主体】

ピ

学

ュータ管理事業 【事業

び

意図・ねらい】学校で

に

活用するパソコンやイ

よ

ンターネットを、最適

り

な環境

で運用できるよ

充

うにします。

【達成状

実

況】パソコン機器、ネ

し

ットワークにおいて保

政 た

守管理を行いました。

人

継続区分 会計・款・項

生

・目 令和元年度の事業

を

概要（実績）
小学校7

送

校の保守管理を実施し

る

ました。継続 一般・1

こ

0款・2項・2目

事 

と

   業    主 

が

   体
教育総務課

【

で

滝沢市主体】

策 き

事  

る

     業    

ま

   名 事業の意図や

ち

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

小学校教育

基

用コンピュータ整備事

本

業 【事業意図・ねらい

施

】児童にパソコンやイ

策

ンターネットの活用方

　

法を学ばせるこ

とによ

　
０

りOA機器活用の基礎

１

知識や経験の習得に努

 

め人材育成に寄与しま

 

す。

【達成状況】滝沢

 

第二小学校、滝沢東小

生

学校の教育用パソコン

き

を更新しました。

継続

生

区分 会計・款・項・目

き

令和元年度の事業概要

と

（実績）
滝沢第二小学

　
学

校、滝沢東小学校のパ

習

ソコン更新を実施しま

で

した。継続 一般・10

き

款・2項・2目

事  

る

  業    主  

教

  体
教育総務課

【滝

育

沢市主体】

基

事   

盤

    業     

の

  名 事業の意図やね

　
充

らい（成果や効果）の

実

達成状況

新設校整備事業 平成30年度事業実績報告書参照

（重点事業）

継続区分 会計・款・項・目 令和元年度の事業概要（実績）
平成30年度完了事業完了 一般・10款・2項・3目

事    業  

０

  主    体
教育総務課

【滝沢市主体】

事

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

中

 

学校維持管理事業 【事

 

業意図・ねらい】生徒

 

が良好な教育環境で学

５

 

校生活を過ごせるよう

業

にします

。

【達成状況

 

】学校施設の維持管理

 

を適切に行いました。

 

継続区分 会計・款・項

 

・目 令和元年度の事業

 

概要（実績）
学校維持

 

管理に必要な物品の購

 

入、公共料金の支払い

名

、施設の点検作業等を

 

事

実施継続 一般・10款

業

・3項・1目
しました

の

。
事    業   

意

 主    体
教育総

図

務課

【滝沢市主体】

やね

事       業 

ら

      名 事業の

い

意図やねらい（成果や

（

効果）の達成状況

中学
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令 報

体

  令和元年度～令和

事

4年度標
動 4 4 4 4値

業

単 位 校

／指
実

標 績 単 位

期

決投 年度別事業費 5,

間

708 5,820 6,

活

061 4,565

資 内

パ

特定財源
算

指 訳 一般財

ソ

源 5,708 5,82

コ

0 6,061 4,56

ン

5

額標 他団体事業負担

告

等

額

周辺機器管理学校数

平

6 6 6 7   令和元年

成

度～令和4年度標
動 6

2

6 6 7値 単 位 校

／指
実

8

標 績 単 位

決投 年度別事

年

業費 2,424 1,5

度

16 1,616 2,7

～

26

資 内 特定財源
算

指

令

訳 一般財源 2,424

和
和

1,516 1,616

元

2,726

額標 他団体

年

事業負担額

度

（

項

単

       目 平成

位

28年度 平成29年度

 

平成30年度 令和元年

 

度 備       考

千

目 ○全体事業期間活 教

元

円

育用パソコン更新及び

）

ソフト 1 1 0 2   令和元年度～令和4年度標 ウェア等更新学校数
動 2 1 0 2値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   特定防衛施設周辺整備調整交投 年度別事業費 18,515 3,035 13,98

年

1   付金【国】
  資 内 特定財源 10,000 2,300 6,744

算   
  指 訳 一般財源 8,515 735 7,237

額標 他団体事業負担額

項       目 平

度

成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備       考

目 ○全体事業期間活 滝沢中央小学校の開校 0 0 0   平成24年

項

度～平成30年度標
動

 

0 0 0値 単 位 校

／指
実

 

標 績 単 位

決投 年度別事

 

業費 21,665 37

事

 

7,225 1,740

 

,823

資 内 特定財源

 

328,350 1,7

 

40,823
算

指 訳 一

目

般財源 21,665 4

平

8,875

額標 他団体

成

事業負担額

28

項

年

       目 平成

業

度

28年度 平成29年度

平

平成30年度 令和元年

成

度 備       考

2

目 ○全体事業期間活 維

9

持管理学校数 4 4 4 4

年

  令和元年度～令和

度

4年度標
動 4 4 4 4値

平

単 位 校

／指
実

標 績 単 位

成

○特定財源

決   防音

3

事業関連維持事業補助

実

0

金投 年度別事業費 49

年

,288 54,194

度

46,136 47,6

令

52   【国】教育実

和

習生受入金【そ
  の

元

他】資 内 特定財源 25

年

2 208 237 184

度

算   
  指 訳 一般財

備

源 49,036 53,

 

986 45,899 4

績

 

7,468

額標 他団体

 

事業負担額

  

項

 

       目 平成

 

28年度 平成29年度

考

平成30年度 令和元年

目

度 備       考

○

目 ○全体事業期間活 補

全

修工事学校数 4 4 4 4
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成

債　　　　

果

事   

や

    業     

効

  名 事業の意図やね

果

らい（成果や効果）の

）

達成状況

中学校教育用

の

コンピュータ管理事業

達

【事業意図・ねらい】

成

学校で活用するパソコ

状

ンやインターネットを

 

況

、最適な環境

で運用で

中

きるようにします。

【

学

達成状況】パソコン機

校

器、ネットワークにお

備

いて保守管理を行いま

品

した。

継続区分 会計・

購

款・項・目 令和元年度

入

の事業概要（実績）
中

事

学校6校の保守管理を

業

行いました。継続 一般

学

【

・10款・3項・2目

事

事    業    

業

主    体
教育総務

意

課

【滝沢市主体】

図

事

・

       業  

ね

     名 事業の意

ら

図やねらい（成果や効

い

果）の達成状況

中学校

】

教育用コンピュータ整

び

生

備事業 【事業意図・ね

徒

らい】必要な情報機器

が

、ソフトウェア等の充

良

実を図ることで、生

徒

好

が活用方法に慣れ親し

な

み、社会生活の中で正

環

しい活用方法を習得し

境

ます。

【達成状況】滝

の

沢第二中学校、姥屋敷

中

小中学校の教育用パソ

に

で

コンを更新しました

。

学

継続区分 会計・款・項

校

・目 令和元年度の事業

生

概要（実績）
滝沢第二

活

中学校、姥屋敷小中学

を

校のパソコン更新を実

送

施しました。継続 一般

る

・10款・3項・2目

た

事    業    

め

主    体
教育総務

よ

に

課

【滝沢市主体】

必要な備品

の整備を

り

図ります。

【達成状況

充

】事前ヒアリングによ

実

り要望があった管理備

し

品について整備しまし

政 た

た

。

継続区分 会計・款

人

・項・目 令和元年度の

生

事業概要（実績）
学校

を

から要望のあった維持

送

管理用備品、滝沢南中

る

学校の机・椅子、一本

こ

木中学校継続 一般・1

と

0款・3項・1目
のト

が

ラクター、及び滝沢中

で

学校、滝沢第二中学校

策 き

の軽貨物自動車を購入

る

しました
事    業

ま

    主    体

ち

。

教育総務課

【滝沢市

 

主体】

基

事     

本

  業       

施

名 事業の意図やねらい

策

（成果や効果）の達成

　

状況

中学校便所改修事

　
０

業 【事業意図・ねらい

１

】中学校設置者として

 

、老朽化した便所の補

 

修、洋式化を実

施して

 

生徒の指導上、保健衛

生

生上及び管理上適切な

き

ものにします。

【達成

生

状況】滝沢第二中学校

き

、一本木中学校、滝沢

と

中学校の改修工事実施

　
学

に向け

て、設計業務を

習

発注しました。

継続区

で

分 会計・款・項・目 令

き

和元年度の事業概要（

る

実績）
滝沢第二中学校

教

、一本木中学校、滝沢

育

中学校の改修工事実施

基

に向けて、設計業務継

盤

続 一般・10款・3項

の

・1目
を発注しました

　
充

。
事    業   

実

 主    体
教育総務課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

中学校空調設備整備事業 【事業意図・ねらい】生

０

徒の熱中症対策のために普通教室等へ空調設備を整備し

、教育環境

事

の改善を図るものです

 

。

【達成状況】普通教

 

室等へ空調設備の整備

 

が完了しました。

継続

 

区分 会計・款・項・目

 

令和元年度の事業概要

 

（実績）
普通教室等へ

５

 

空調設備の整備が完了

業

しました。継続 一般・

 

10款・3項・1目
投

 

資指数：令和元年度事

 

業費決算額　224,

 

842千円
事    

 

業    主    

 

体 　　　　　    

 

     内訳 特定

名

財源　224,286

 

事

千円

教育総務課    

業

          

の

          

意

 一般財源    　

図

556千円

【滝沢市主

や

体】 特定財源：ブロッ

ね

ク塀・冷房設備対応臨

ら

時特例交付金【国】（

い

1/3）

　　　　　学

（

校教育施設等整備事業
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令 報

体

年度標 ウェア等更新学

事

校数
動 0 0 3 2値 単 位

業

校

／指
実

標 績 単 位 ○特

期

定財源

決   特定防衛

間

施設周辺整備調整交投

活

年度別事業費 19,8

備

74 8,221   付

品

金【国】
  資 内 特定

整

財源 6,260 5,1

備

20
算   

  指 訳 一

告

学

般財源 13,614 3

校

,101

額標 他団体事

数

業負担額

6 6 6 6   令

平

和元年度～令和4年度

成

標
動 6 6 6 6値 単 位 校

2

／指
実

標 績 単 位 ○特定

8

財源

決   特定防衛施

年

設周辺整備調整交投 年

度

度別事業費 2,679

～

2,500 4,657

令

10,542   付金

和
和

【国】
  資 内 特定財

元

源 1,600 4,80

年

0
算   

  指 訳 一般

度

財源 2,679 2,5

（

00 3,057 5,7

単

42

額標 他団体事業負

位

担額

  

項   

千

    目 平成28年

元

円

度 平成29年度 平成3

）

0年度 令和元年度 備       考

目 ○全体事業期間活 校舎便所改修工事実施校数 0 0 1 0   令和元年度～令和2年度標
動 0 0 0 0値 単 位 校

／指 校舎便器洋式化率 0 32 32 32
実

標 0 32 32 3

年

2績 単 位 ％ ○特定財源

決   学校施設環境改善交付金【国投 年度別事業費   】(1/3)、防災･減災･国土強
  靭化緊急対策事業債、学校教資 内 特定財源

算   育施設等整備事業債
  指 訳 一般財源 令和2年度へ繰越

度

明許費189,785

額 千円標 他団体事業負担額

項       目 平成28年

項

度 平成29年度 平成3

 

0年度 令和元年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 普通教室

事

 

空調設備整備率 0 0 0

 

100   平成30年

 

度～令和元年度標
動 0

 

0 0 100値 単 位 ％

／

目

指
実

標 績 単 位

決投 年度

平

別事業費

資 内 特定財源

成

算
指 訳 一般財源 令和元

2

年度実施平成30年度

8

繰越

額 明許費224,

年

842千円標 他団体事

業

度

業負担額

平成

項 

2

      目 平成2

9

8年度 平成29年度 平

年

成30年度 令和元年度

度

備       考

目

平

○全体事業期間活 パソ

成

コン等周辺機器管理学

3

校数 6 6 6 6   令和

実

0

元年度～令和4年度標

年

動 6 6 6 6値 単 位 校

／

度

指
実

標 績 単 位

決投 年度

令

別事業費 1,429 1

和

,419 1,811 2

元

,324

資 内 特定財源

年

算
指 訳 一般財源 1,4

度

29 1,419 1,8

備

11 2,324

額標 他

 

団体事業負担額

績

   

項       目

 

平成28年度 平成29

 

年度 平成30年度 令和

 

元年度 備      

考

 考

目 ○全体事業期間

目

活 教育用パソコン更新

○

及びソフト 0 0 3 2  

全

 令和元年度～令和4
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成

切なものにします。

【

果

達成状況】事業実施に

や

向け、特定財源や工事

効

費、工事内容等の調査

果

を実施しま

した。

継続

）

区分 会計・款・項・目

の

令和元年度の事業概要

達

（実績）
改修工事実施

成

に向け、特定財源や工

状

事費、工事内容等の調

 

況

査を進めました。継続

要

一般

事    業  

保

  主    体
教育

護

総務課

【滝沢市主体】

・準

事       業

要

       名 事業

保

の意図やねらい（成果

護

や効果）の達成状況

中

医

学校プール改修事業 【

学

療

事業意図・ねらい】中

事

学校設置者として老朽

業

化したプールの補修工

【

事を実施し

、児童の指

事

導上、保健衛生上及び

業

管理上適切なものにし

意

ます。

【達成状況】事

図

業実施に向け、特定財

・

源や工事費、工事内容

ね

等の調査を実施しま

し

び

ら

た。

継続区分 会計・款

い

・項・目 令和元年度の

】

事業概要（実績）
改修

要

工事実施に向け、特定

保

財源や工事費、工事内

護

容等の調査を進めまし

・

た。継続 一般

事   

準

 業    主   

要

 体
教育総務課

【滝沢

保

市主体】

に

護児童生徒が、健康な

よ

体で安心して就学で

き

り

るよう支援します。

【

充

達成状況】学校健診等

実

で発見された疾病に対

し

し医療券を発行し治療

政 た

を促すこと

（義務的事

人

業） によって、義務教

生

育の円滑な実施が図ら

を

れました。

継続区分 会

送

計・款・項・目 令和元

る

年度の事業概要（実績

こ

）
学校保健安全法施行

と

令に規定する疾病の治

が

療に要する費用を負担

で

し、要保護及び継続 一

策 き

般・10款・6項・1

る

目
準要保護児童生徒が

ま

健康な体で安心して就

ち

学できるように支援し

 

ました。
事    業

基

    主    体

本

教育総務課

【滝沢市主

施

体】

策

事      

　

 業       名

　
０

事業の意図やねらい（

１

成果や効果）の達成状

 

況

小学校プール改修事

 

業 【事業意図・ねらい

 

】小学校設置者として

生

老朽化したプールの補

き

修工事を実施し

、児童

生

の指導上、保健衛生上

き

及び管理上適切なもの

と

にします。

【達成状況

　
学

】事業実施に向け、特

習

定財源や工事費、工事

で

内容等の調査を実施し

き

ま

した。

継続区分 会計

る

・款・項・目 令和元年

教

度の事業概要（実績）

育

改修工事実施に向け、

基

特定財源や工事費、工

盤

事内容等の調査を進め

の

ました。継続 一般

事 

　
充

   業    主 

実

   体
教育総務課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

小学校放送設備改修事業 【事業意図・ねらい】小学校設

０

置者として老朽化した放送設備の補修工事を実施

して、児童の指導

事

上、保健衛生上及び管

 

理上適切なものにしま

 

す。

【達成状況】事業

 

実施に向け、特定財源

 

や工事費、工事内容等

 

の調査を実施しま

した

 

。

継続区分 会計・款・

５

 

項・目 令和元年度の事

業

業概要（実績）
改修工

 

事実施に向け、特定財

 

源や工事費、工事内容

 

等の調査を進めました

 

。継続 一般

事    

 

業    主    

 

体
教育総務課

【滝沢市

 

主体】

名

事     

 

事

  業       

業

名 事業の意図やねらい

の

（成果や効果）の達成

意

状況

中学校放送設備改

図

修事業 【事業意図・ね

や

らい】中学校設置者と

ね

して老朽化した放送設

ら

備の補修工事を実施

し

い

て、児童の指導上、保

（

健衛生上及び管理上適
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令 報

体事業期間活 被治療者

告

数 87 87 87 87  

平

 令和元年度～令和4

成

年度標
動 99 72 88

2

73値 単 位 人

／指
実

標

8

績 単 位 ○特定財源

決  

年

 要保護児童生徒援助

度

費補助金投 年度別事業

～

費 862 659 718

令

500   【国】（1

和
和

/2）
  被災児童生

元

徒就学援助事業費資 内

年

特定財源 68 85 82

度

10
算   補助金　【

（

県】（10/10）
 

単

 指 訳 一般財源 794

位

574 636 490

額

 

標 他団体事業負担額

 千

元

円

項      

）

 目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備       考

目 ○全体事業期間活 プール改修工事実施校数 0 1 1 1   令和元年度～令和4年度標
動 0 0 0 0値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位

決投

年

年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 <調査事業>

額標 他団体事業負担額

項       目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備       考

度

目 ○全体事業期間活 放送設備改修工事実施校数 0 2 2 2   令和元年度～令和4年度標
動 0 0 0 0値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別

項

事業費

資 内 特定財源
算

 

指 訳 一般財源 <調査事

 

業>

額標 他団体事業負

 

担額

事

  

項   

 

    目 平成28年

 

度 平成29年度 平成3

目

0年度 令和元年度 備 

平

      考

目 ○全

成

体事業期間活 放送設備

2

改修工事実施校数 0 1

8

1 1   令和元年度～

年

令和4年度標
動 0 0 0

業

度

0値 単 位 校

／指
実

標 績

平

単 位

決投 年度別事業費

成

資 内 特定財源
算

指 訳 一

2

般財源 <調査事業>

額

9

標 他団体事業負担額

年度 平

項      

成

 目 平成28年度 平成

3

29年度 平成30年度

実

0

令和元年度 備    

年

   考

目 ○全体事業

度

期間活 プール改修工事

令

実施校数 0 0 1 1   

和

令和元年度～令和4年

元

度標
動 0 0 0 0値 単 位

年

校

／指
実

標 績 単 位

決投

度

年度別事業費

資 内 特定

備

財源
算

指 訳 一般財源 <

 

調査事業>

額標 他団体

績

 

事業負担額

     考

目 ○全
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成

継続 一般・10款・1

果

項・2目
導の方法等に

や

ついて実践的な研究を

効

行い、市内小中学校を

果

学校訪問しながら専門

）

事    業    

の

主    体 的立場か

達

ら助言し、学校教育の

成

充実・改善を図りまし

状

た。

学校教育指導課

【

 

況

滝沢市主体】

中学校屋根・外壁等

学

改修事業 【事業意図・

び

ねらい】経年劣化によ

に

り大規模な修繕が必要

よ

となっている校舎・体

り

育館の屋根、外壁等の

充

改修を行い教育環境の

実

改善を図ります。

【達

し

成状況】事業実施に向

政 た

け、特定財源や工事費

人

、工事内容等の調査を

生

実施しま

した。

継続区

を

分 会計・款・項・目 令

送

和元年度の事業概要（

る

実績）
改修工事実施に

こ

向け、特定財源や工事

と

費、工事内容等の調査

が

を進めました。継続 一

で

般

事    業   

策 き

 主    体
教育総

る

務課

【滝沢市主体】

ま

小      

ち

          

 

          

基

   計

 政策　　　

本

０５   学びにより

施

充実した人生を送るこ

策

とができるまち
 基本

　

施策　０２   「生

　
０

きる力」を育てる学校

１

教育の充実

 

基本施策が

 

４年間でめざす姿

目指

 

す学校像として「正義

生

」と「信頼」の学校を

き

掲げ、子どもたちが安

生

心して生き生きと生活

き

できる学校づくりを目

と

指しま

す。また、「生

　
学

きる力」を育てる学習

習

指導要領の趣旨を踏ま

で

え、滝沢市学校教育目

き

標「明るく　かしこく

る

　たくましい子ど

も」

教

を育成するため、確か

育

な学力を育む教育の推

基

進、豊かな人間性や社

盤

会性の育成、健康・安

の

全活動の支援の充実を

　
充

図る中

で、子どもたち

実

が学べることの幸福感を味わえるような学校教育を目指します。

基本計画期間内の取り組みと方針のうち、令和元年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

【重点課題】

　確かな学力を育む教

０

育の推進

【重点課題に対応した達成状況】

　学力検査等による実態

事

把握と分析、分析に基

 

づいたわかる授業の推

 

進、授業と連動した家

 

庭学習の充実が図られ

 

ており、

概ね目標値を

 

達成しています。

 

事

５

 

       業  

業

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

派遣指

 

導主事設置事務 【事業

 

意図・ねらい】生徒指

 

導、教職員の研修等に

 

関する業務を行い、学

 

校教育

の充実を図りま

名

す。

【達成状況】生徒

 

事

指導、教職員研修等の

業

業務を行い、学校教育

の

の充実が図られま

（義

意

務的事業） した。

継続

図

区分 会計・款・項・目

や

令和元年度の事業概要

ね

（実績）
教員の指導力

ら

向上や生徒指導の充実

い

を目指し、学校におけ

（

る教育課程及び学習指
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令 報

体

50 50   令和元年

事

度～令和4年度標
動 5

業

0 54 51 51値 単 位

期

回

／指
実

標 績 単 位

決投

間

年度別事業費 6,24

活

8 4,906 6,74

屋

6 4,960

資 内 特定

根

財源
算

指 訳 一般財源 6

・

,248 4,906 6

外

,746 4,960

額

告

壁

標 他団体事業負担額

改修工事実施校数 0

平

0 0 0   令和元年度

成

～令和4年度標
動 0 0

2

0 0値 単 位 校

／指
実

標

8

績 単 位

決投 年度別事業

年

費

資 内 特定財源
算

指 訳

度

一般財源 <調査事業>

～

額標 他団体事業負担額

令
和

和

項

元

       目 平成

年

28年度 平成29年度

度

平成30年度 令和元年

（

度 備       考

単

決投 年度別事業費 29

位

2,924 664,7

 

58 2,017,36

 

4 393,173

資 内

千

特定財源 15,236

元

円

361,373 1,7

）

58,112 108,828
算

指 訳 一般財源 277,688 303,385 259,252 284,345

額標 他団体事業負担額

（単位  千円）

基本施策目標の達成（実現）

年

に向けた計画期間内の取り組みと方針についての達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

・「確かな学力を育む教育の推進」については、わかる授業の推進及び家庭学習の充実を図るため、新学習指導要領の趣旨

を踏まえた授業改

度

善や人的支援に係る事業を実施し、教員の指導力の向上と学習環境の整備を目指しました。

・「豊かな人間性や社会性の育成」につい

項

ては、道徳教育の充実

 

と特別支援教育の充実

 

を図るため、道徳に係

 

る授業研修や

公開講座

事

 

、支援員の配置を実施

 

し、教員の指導力の向

 

上と支援体制の充実を

 

目指しました。

・「健

目

康・安全活動の支援」

平

については、児童生徒

成

の登下校中の安全を確

2

保するため、通学路の

8

点検やスクールガード

年

によ

る見守り活動を組

業

度

織的に実施し、安全対

平

策の充実を目指しまし

成

た。

令和3年度方針策

2

定に際し、今後の方向

9

性や引継課題

Ｂ 課題あ

年

り

【今後の方向性】

・

度

引き続き「確かな学力

平

を育む教育」が推進さ

成

れるように、教員の指

3

導力向上と人的支援に

実

0

係る取組の充実を目指

年

します。

【引継課題】

度

・「確かな学力を育む

令

教育の推進」「豊かな

和

人間性や社会性の育成

元

」「健康・安全活動の

年

支援」の３つの施策を

度

実施するこ

とにより、

備

滝沢市学校教育目標「

 

明るく　かしこく　た

績

 

くましい子ども」の育

 

成を図ります。

   

項       目

 

平成28年度 平成29

考

年度 平成30年度 令和

目

元年度 備      

○

 考

目 ○全体事業期間

全

活 校内研究会 50 50
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成

な指導を行ったととも

果

に、大学生に対

する教

や

育実践の機会提供及び

効

地域連携の推進につな

果

がりました。

継続区分

）

会計・款・項・目 令和

の

元年度の事業概要（実

達

績）
盛岡大学及び岩手

成

県立大学と連携して、

状

各小中学校に大学生を

 

況

派遣することによ継続

学

一般・10款・1項・

校

3目
り、授業、学校行

教

事、放課後学習での支

育

援や、特別な支援を要

指

する児童生徒に対
事 

導

   業    主 

事

   体 する補助等を

業

充実させました。

学校

【

教育指導課

【滝沢市主

学

事

体】

業

事      

意

 業       名

図

事業の意図やねらい（

・

成果や効果）の達成状

ね

況

学校安全体制整備推

ら

進事業 【事業意図・ね

い

らい】地域・家庭・学

】

校・教育委員会が連携

学

してスクールガード

を

び

校

配置し、地域ぐるみで

教

の子供たちの見守り活

育

動を推進します。

【達

現

成状況】小学校区ごと

場

に滝沢市スクールガー

の

ドを配置し、子供たち

経

の見守り

活動を推進し

験

ました。

継続区分 会計

を

・款・項・目 令和元年

有

度の事業概要（実績）

に

す

小学校区ごとに組織さ

る

れたスクールガードの

学

ボランティア保険加入

校

とともに、証継続 一般

教

・10款・1項・3目

育

明書、ベスト、帽子等

専

を配付し、子供たちが

門

安心して学校に登下校

員

できるように
事   

を

 業    主   

よ

配

 体 見守り活動を推進

置

しました。

学校教育指

し

導課

【協働事業】

滝沢

、

市スクールガード

学

事

力

       業  

向

     名 事業の意

上

図やねらい（成果や効

・

果）の達成状況

学校教

不

育振興事業 【事業意図

り

登

・ねらい】市学校教育

校

目標「明るく　かしこ

児

く　たくましい子ども

童

」

を育成するため、市

生

学校教育指導計画を策

徒

定し、学校教育を推進

対

します。

【達成状況】

策

「生きる力」を育てる

・

学習指導要領の趣旨を

特

踏まえ、市学校教育指

充

別

導計画を策定し、計画

支

に基づいて学校教育を

援

推進しました。

継続区

教

分 会計・款・項・目 令

育

和元年度の事業概要（

の

実績）
市学校教育目標

向

の具現化を目指すため

上

、滝沢市学校教育指導

を

計画を作成し、本市継

図

続 一般・10款・1項

実

り

・3目
の人材育成の方

ま

向性を示しました。
事

す

    業    主

。

    体 岩手地区小

【

規模・複式教育研究連

達

盟負担金 8千円、岩

成

手地区芽ぐみの会負担

状

金 8

学校教育指導課

況

千円、岩手県難聴言語

】

障害教育研究会負担金

し

専

 10千円、岩手県特

門

別支援学級設置

【滝沢

員

市主体】 学校長協議会

が

負担金 27千円

保護者・教職

政 た

員の相談に応じ、学力

人

向上・不登校児童生徒

生

対策・特別支援教育の

を

向上が図られました。

送

継続区分 会計・款・項

る

・目 令和元年度の事業

こ

概要（実績）
学力向上

と

・不登校児童生徒対策

が

・特別支援教育の向上

で

を目指し、教職経験者

策 き

を「継続 一般・10款

る

・1項・2目
学校教育

ま

専門員」として雇用す

ち

ることにより、学校と

 

の連携を深めながら、

基

児童
事    業  

本

  主    体 生徒

施

の教育活動をサポート

策

しました。また、県配

　

置のスクールカウンセ

　
０

ラーを活

学校教育指導

２

課 用した教育相談を行

 

い、児童生徒の学校不

 

適応の未然防止と問題

 

の解決を図りま

【滝沢

「

市主体】 した。滝沢市

生

いじめ防止等対策協議

き

会を年2回開催し、関

る

係機関・団体と連携を

力

図り、市内小中学校の

　
」

いじめ防止等のための

を

対策を推進しました。

育て

事       業

る

       名 事業

学

の意図やねらい（成果

校

や効果）の達成状況

国

教

際理解推進事業 【事業

育

意図・ねらい】国際化

の

時代を生きる児童生徒

　
充

に対し、国際理解の推

実

進及び

英語力の向上を図ります。また、小学校3・4年の外国語活動、5・6年の外国語の

必修化に伴い外国語活動への支援を行います。

【達成状況】各学校の国際理解教育と外国語教育の充実が図ら

０

れました。

継続区分 会計・款・項・目 令和元年度の事業概要（実績

事

）
各小中学校において

 

、ＡＬＴ（外国語指導

 

助手）による小中学校

 

の外国語教育の継続 一

 

般・10款・1項・2

 

目
授業をサポートする

 

とともに、小学校外国

５

 

語の教科化に向けて、

業

小学校に重点的
事  

 

  業    主  

 

  体 にＡＬＴを派遣

 

しました。

学校教育指

 

導課

【滝沢市主体】

  

事       業 

 

      名 事業の

名

意図やねらい（成果や

 

事

効果）の達成状況

ラー

業

ニング・サポーター・

の

プロジェク 【事業意図

意

・ねらい】学校に大学

図

生を派遣し、学校不適

や

応児童生徒の学力向上

ね

及

び学校不適応状態の

ら

解消を図ります。
ト事

い

業 【達成状況】児童生

（

徒に対してきめ細やか
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令 報

体

171 191

資 内 特定

事

財源
算

指 訳 一般財源 1

業

53 153 171 19

期

1

額標 他団体事業負担

間

額

活 学校教育

告

専門員数 2 2 3 3   

平

令和元年度～令和4年

成

度標
動 2 2 3 3値 単 位

2

人

／指 いじめ防止等対

8

策協議会 2 2 2 2
実

標

年

2 2 2 2績 単 位 回

決投

度

年度別事業費 4,73

～

1 4,842 6,80

令

4 6,816

資 内 特定

和
和

財源
算

指 訳 一般財源 4

元

,731 4,842 6

年

,804 6,816

額

度

標 他団体事業負担額

（単位

項      

 

 目 平成28年度 平成

 

29年度 平成30年度

千

令和元年度 備    

元

円

   考

目 ○全体事業

）

期間活 小学校訪問回数 320 320 370 370   令和元年度～令和4年度標
動 312 346 341 316値 単 位 回

／指 中学校訪問回数 100 100 50 50
実

標 240 253 78 68績 単 位 回

決投

年

年度別事業費 9,953 9,953 10,083 10,203

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 9,953 9,953 10,083 10,203

額標 他団体事業負担額

項  

度

     目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備       考

目 ○全体事業期間活 派遣人数 180 180 180

項

180   平成17年

 

度～令和4年度標
動 1

 

25 143 156 15

 

7値 単 位 人

／指
実

標 績

事

 

単 位

決投 年度別事業費

 

135 154 148 1

 

73

資 内 特定財源
算

指

 

訳 一般財源 135 15

目

4 148 173

額標 他

平

団体事業負担額

成28

項       目

年

平成28年度 平成29

業

度

年度 平成30年度 令和

平

元年度 備      

成

 考

目 ○全体事業期間

2

活 スクールガード登録

9

者数 450 360 36

年

0 360   令和元年

度

度～令和4年度標
動 3

平

26 311 289 31

成

3値 単 位 人

／指
実

標 績

3

単 位

決投 年度別事業費

実

0

851 241 251 2

年

60

資 内 特定財源
算

指

度

訳 一般財源 851 24

令

1 251 260

額標 他

和

団体事業負担額

元年度

項       目

備

平成28年度 平成29

 

年度 平成30年度 令和

績

 

元年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 滝沢市学校教育指導

 

計画の作成 420 42

 

0 420 400   令

 

和元年度～令和4年度

考

標
動 420 420 40

目

0 450値 単 位 部数

／

○

指
実

標 績 単 位

決投 年度

全

別事業費 153 153
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成

習会、

職業講座などの

果

様々な体験活動が行わ

や

れました。

継続区分 会

効

計・款・項・目 令和元

果

年度の事業概要（実績

）

）
キャリア教育、環境

の

教育、食育など様々な

達

分野の講師を招き、指

成

導・助言をいた継続 一

状

般・10款・1項・3

 

況

目
だきながら体験的・

学

課題解決的な学習を行

力

い、各学校において地

向

域や学校の実態
事  

上

  業    主  

・

  体 に応じて創意工

指

夫をこらした学習がで

導

きるように支援しまし

力

た。

学校教育指導課

【

向

協働事業】

市立小中学

学

上

校

事

事       

業

業       名 事

【

業の意図やねらい（成

事

果や効果）の達成状況

業

不登校児童生徒解消対

意

策事業 【事業意図・ね

図

らい】不登校等の問題

・

を抱える児童生徒及び

ね

保護者を支援するた

め

び

ら

、学校、家庭、関係機

い

関の連携を図り、児童

】

生徒の適応指導に努め

児

ます。

【達成状況】学

童

校、家庭、関係機関の

生

緊密な連携を図るとと

徒

もに、適応指導教室

「

の

フレンド滝沢」を運営

学

し、児童生徒の適応指

力

導に努めました。

継続

に

向

区分 会計・款・項・目

上

令和元年度の事業概要

の

（実績）
不登校等の問

た

題を抱える児童生徒の

め

学校適応を目指し、学

、

校適応指導員等が学校

学

継続 一般・10款・1

力

項・3目
、家庭、関係

検

校をコーディネートし

査

て不登校等の解消を図

よ

等

るとともに、適応指導

を

事    業    

実

主    体 教室「フ

施

レンド滝沢」を運営し

す

ながら不登校児童生徒

る

の学校への復帰を目指

と

しま

学校教育指導課 し

と

た。

【滝沢市主体】

も

に

事       業 

り

、

      名 事業の

教

意図やねらい（成果や

職

効果）の達成状況

特別

員

支援教育支援員設置事

の

業 【事業意図・ねらい

指

】障がいのある児童生

導

徒の介助や学習活動上

力

のサポートを行

う特別

向

支援教育支援員を配置

上

し、個別の支援の充実

充

の

を図ります。

【達成状

取

況】小中学校8校に計

組

18名の特別支援教育

を

支援員を配置すること

推

により

、個別の支援の

進

充実を図りました。

継

し

続区分 会計・款・項・

ま

目 令和元年度の事業概

す

要（実績）
各学校に在

。

籍する発達障がいのあ

実

【

る児童生徒の状況を踏

達

まえ、個別の支援が必

成

要継続 一般・10款・

状

1項・3目
と認められ

況

る児童生徒が在籍する

】

学校に対して特別支援

児

教育支援員を配置しま

童

し
事    業   

生

 主    体 た。

学

徒

校教育指導課

【滝沢市

し

の

主体】

学力検査等を実施し

政 た

、学力実態を把握する

人

とともに、教

職員の指

生

導力向上等の取組を推

を

進しました。

継続区分

送

会計・款・項・目 令和

る

元年度の事業概要（実

こ

績）
国や県で実施する

と

学力調査等と併せて、

が

児童生徒の学力実態把

で

握のための標準学継続

策 き

一般・10款・1項・

る

3目
力検査実施を継続

ま

するとともに、教職員

ち

の指導力向上等の取組

 

を推進しました。
事 

基

   業    主 

本

   体 【参考】別事

施

業としてＡＬＴの派遣

策

を継続し英語力の向上

　

を図りました。

学校教

　
０

育指導課

【滝沢市主体

２

】

 

事       

 

業       名 事

 

業の意図やねらい（成

「

果や効果）の達成状況

生

就学指導事業 【事業意

き

図・ねらい】障がいが

る

ある児童生徒に対する

力

支援・指導の在り方を

　
」

協議

・検討し、児童生

を

徒の適正な就学指導を

育

推進します。

【達成状

て

況】障がいがある児童

る

生徒の適切な就学を判

学

断し、通常学級に在籍

校

する

特別の支援を要す

教

る児童生徒への指導の

育

在り方を各学校に指導

の

しました。

継続区分 会

　
充

計・款・項・目 令和元

実

年度の事業概要（実績）
就学前児童の教育相談を行ったり、児童生徒の個別検査等を実施したりしながら継続 一般・10款・1項・3目
、年3回の就学指導委員会を通じて、適正な就学が図られるよう

０

支援・指導を行
事    業    主    体 いました。また

事

、通常学級に在籍する

 

特別の支援を要する児

 

童生徒の支援の在り

学

 

校教育指導課 方につい

 

て、巡回教育相談を実

 

施して各学校を支援し

 

ました。

【滝沢市主体

５

 

】 ・就学指導委員会判

業

定児童生徒数　372

 

人

・巡回相談実施延べ

 

人数　42人

 

事  

 

     業    

 

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

総合的な学

名

習の時間推進事業 【事

 

事

業意図・ねらい】「総

業

合的な学習の時間」に

の

おいて「生きる力」の

意

育成に必

要な問題解決

図

的な学習が図られるよ

や

う地域人材活用の支援

ね

を実施します。

【達成

ら

状況】地域の人材等を

い

講師として、米作り、

（

そば栽培、伝統芸能学
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令 報

体

訳 一般財源 25,11

事

9 24,578 24,

業

836 24,588

額

期

標 他団体事業負担額

間活 学力検査

告

実施回数 3 5 5 5   

平

令和元年度～令和4年

成

度標
動 5 5 5 5値 単 位

2

回

／指
実

標 績 単 位

決投

8

年度別事業費 2,42

年

0 2,343 2,36

度

9 2,273

資 内 特定

～

財源
算

指 訳 一般財源 2

令

,420 2,343 2

和
和

,369 2,273

額

元

標 他団体事業負担額

年度

（

項      

単

 目 平成28年度 平成

位

29年度 平成30年度

 

令和元年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

千

期間活 就学指導委員会

元

円

3 3 3 3   令和元年

）

度～令和4年度標
動 3 3 3 3値 単 位 回

／指 特別支援学級等入級率 66 66 66 66
実

標 85 86 84 82績 単 位 ％

決投 年度別事業費 182 314 223 220

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 182 314

年

223 220

額標 他団体事業負担額

項       目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備       考

目 ○全体事業期間活 外部講師派遣人数（講

度

師謝金支 50 50 50 52   令和元年度～令和4年度標 払分）
動 79 101 81 112値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 5

項

69 627 541 56

 

0

資 内 特定財源
算

指 訳

 

一般財源 569 627

 

541 560

額標 他団

事

 

体事業負担額

   

項       目 平

目

成28年度 平成29年

平

度 平成30年度 令和元

成

年度 備       

2

考

目 ○全体事業期間活

8

担当者会議の実施回数

年

3 2 2 2   令和元年

業

度

度～令和4年度標
動 2

平

2 2 2値 単 位 回

／指 1

成

000人当たりの不登

2

校児童生徒 10 10 1

9

0 10
実 数

標 10.1

年

11.2 11.8 10

度

.9績 単 位 人

決投 年度

平

別事業費 2,169 2

成

,144 2,145 2

3

,142

資 内 特定財源

実

0

算
指 訳 一般財源 2,1

年

69 2,144 2,1

度

45 2,142

額標 他

令

団体事業負担額

和元年

項       目

度

平成28年度 平成29

備

年度 平成30年度 令和

 

元年度 備      

績

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 支援員配置人数 18

 

18 18 18   令和

 

元年度～令和4年度標

 

動 18 18 18 18値

 

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

考

決投 年度別事業費 25

目

,119 24,578

○

24,836 24,5

全

88

資 内 特定財源
算

指
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成

働き方改革

の一環とし

果

て、教員の部活動指導

や

に係る業務を軽減しま

効

す。
業 【達成状況】技

果

術的な指導に従事する

）

部活動指導員を配置し

の

、部活動の充実と教

員

達

の部活動指導に係る業

成

務の軽減を図りました

状

。

継続区分 会計・款・

 

況

項・目 令和元年度の事

あ

業概要（実績）
国及び

っ

県の事業の方向性を考

た

慮し、前年度の実践を

か

生かしながら、部活動

ハ

指導員継続 一般・10

ー

款・1項・3目
を活用

ト

した部活動運営の充実

支

・改善を図りました。

援

事    業    

学

員

主    体
学校教育

設

指導課

【滝沢市主体】

置事

事       業

業

       名 事業

【

の意図やねらい（成果

事

や効果）の達成状況

医

業

療的ケアのための看護

意

師配置事業 【事業意図

図

・ねらい】学校看護師

び

・

を配置し、医療的ケア

ね

を必要とする児童生徒

ら

に

係る学習環境を整備

い

します。

【達成状況】

】

学校看護師を配置し、

学

医療的ケアを必要とす

習

る児童生徒の学習環境

の

の整備を図りました。

つ

継続区分 会計・款・項

ま

・目 令和元年度の事業

に

づ

概要（実績）
医療的ケ

き

アを必要とする児童生

や

徒が在籍する学校に看

友

護師を配置しました。

人

新規 一般・10款・1

関

項・3目

事    業

係

    主    体

に

学校教育指導課

【滝沢

よ

市主体】

る

よ

不適応傾向にある生徒

り

の

在籍校に支援員を配

充

置し、きめ細やかな適

実

応指導の充実に努めま

し

す。

【達成状況】中学

政 た

校3校に1名ずつ計3

人

名の支援員を配置し、

生

生徒の適応指導に係

る

を

きめ細やかな指導の充

送

実に努めました。

継続

る

区分 会計・款・項・目

こ

令和元年度の事業概要

と

（実績）
中学校3校に

が

支援員を1名ずつ配置

で

し、生徒へのきめ細や

策 き

かな指導の充実に努め

る

ま継続 一般・10款・

ま

1項・3目
した。

事 

ち

   業    主 

 

   体
学校教育指導

基

課

【滝沢市主体】

本

事

施

       業  

策

     名 事業の意

　

図やねらい（成果や効

　
０

果）の達成状況

学校司

２

書設置事業 【事業意図

 

・ねらい】読書量の向

 

上を目指すとともに、

 

小学校における読書活

「

動

活性化を図ります。

生

【達成状況】小学校6

き

校に2校1名ずつ計3

る

名の学校司書を配置し

力

、小学校における

学校

　
」

図書館の整備と読書活

を

動の活性化を図りまし

育

た。

継続区分 会計・款

て

・項・目 令和元年度の

る

事業概要（実績）
・市

学

内6校の小学校2校に

校

1名ずつ計3名の学校

教

司書を配置しました。

育

継続 一般・10款・1

の

項・3目

事    業

　
充

    主    体

実

学校教育指導課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

滝沢市小中学校復興教育支援事業 【事業意図・ねらい】郷土

０

を愛し、その復興・発展を支える児童生徒を育成し、

岩手の復興教

事

育に資することを目的

 

として実施します。

【

 

達成状況】各学校の計

 

画を支援し、復興・発

 

展を支える児童生徒の

 

育成を図り

ました。

継

 

続区分 会計・款・項・

５

 

目 令和元年度の事業概

業

要（実績）
被災地小中

 

学校との交流及び防災

 

教育などを通して、復

 

興発展を支える児童生

 

徒継続 一般・10款・

 

1項・3目
を育成しま

 

した。
事    業 

 

   主    体
学

名

校教育指導課

【滝沢市

 

事

主体】

業

事     

の

  業       

意

名 事業の意図やねらい

図

（成果や効果）の達成

や

状況

中学校における部

ね

活動指導員の配置事 【

ら

事業意図・ねらい】中

い

学校の部活動の充実を

（

図るとともに、教員の
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令 報

体

業費 1,327   金

事

【国】（1/3）
  

業

資 内 特定財源 442
算

期

  
  指 訳 一般財源

間

885 <新規事業>

額

活

標 他団体事業負担額

1000

告

人当たりの不登校生徒

平

数 26 25 25 25  

成

 令和元年度～令和4

2

年度標
動 22.4 26

8

.6 28.9 26.5

年

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

度

位

決投 年度別事業費 4

～

,181 4,167 4

令

,098 4,240

資

和
和

内 特定財源
算

指 訳 一般

元

財源 4,181 4,1

年

67 4,098 4,2

度

40

額標 他団体事業負

（

担額

単位

項   

 

    目 平成28年

 

度 平成29年度 平成3

千

0年度 令和元年度 備 

元

円

      考

目 ○全

）

体事業期間活 日常的に読書をする児童の割合 91 92 93 94   令和元年度～令和4年度標
動 84 90 80 85値 単 位 ％

／指 日常的に読書をする生徒の割合 83 84 85 86
実

標 66 71 78 60績

年

単 位 ％

決投 年度別事業費 4,054 3,932 4,154 4,108

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 4,054 3,932 4,154 4,108

額標 他団体事業負担額

項 

度

      目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備       考

目 ○全体事業期間活 実施校数 14 14 14 15

項

  令和元年度～令和

 

4年度標
動 10 8 10

 

7値 単 位 校

／指
実

標 績

 

単 位

決投 年度別事業費

事

 

511 416 377 4

 

04

資 内 特定財源 1
算

 

指 訳 一般財源 510 4

 

16 377 404

額標

目

他団体事業負担額

平成2

項       

8

目 平成28年度 平成2

年

9年度 平成30年度 令

業

度

和元年度 備     

平

  考

目 ○全体事業期

成

間活 部活動指導員配置

2

数 0 0 1 3   平成3

9

0年度～令和4年度標

年

動 0 0 1 3値 単 位 人

／

度

指
実

標 績 単 位 ○特定財

平

源

決   中学校におけ

成

る部活動指導員投 年度

3

別事業費 192 1,0

実

0

27   の配置事業補

年

助金【県】（2/
  

度

3）資 内 特定財源 12

令

8 672
算   

  指

和

訳 一般財源 64 355

元

額標 他団体事業負担額

年度 備

項     

 

  目 平成28年度 平

績

 

成29年度 平成30年

 

度 令和元年度 備   

 

    考

目 ○全体事

 

業期間活 看護師配置数

 

0 0 0 2   令和元年

 

度～令和4年度標
動 0

考

0 0 3値 単 位 人

／指
実

目

標 績 単 位 ○特定財源

決

○

  教育支援体制整備

全

事業費補助投 年度別事
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成

   主    体 ・

果

教材備品の購入及び修

や

繕

学校教育指導課 ・学

効

校図書の購入

【滝沢市

果

主体】

）

事     

の

  業       

達

名 事業の意図やねらい

成

（成果や効果）の達成

状

状況

学校医等設置事務

 

況

【事業意図・ねらい】

社

各小中学校に学校医・

会

学校歯科医・学校薬剤

科

師を配置し、

児童生徒

副

及び教職員の健康の保

読

持増進を図ります。

【

本

達成状況】各小中学校

改

に学校医・学校歯科医

訂

・学校薬剤師を配置し

事

、児童生徒

（義務的事

学

業

業） 及び教職員の健康

【

の保持増進を図りまし

事

た。

継続区分 会計・款

業

・項・目 令和元年度の

意

事業概要（実績）
各小

図

・中学校に学校医、学

・

校歯科医及び学校薬剤

ね

師を配置することによ

ら

り、各種継続 一般・1

い

0款・6項・1目
健康

び

】

診断を実施したり、学

小

校環境衛生の維持及び

学

改善に関し必要な指導

3

と助言を
事    業

、

    主    体

4

行うことで、学校にお

年

ける保健管理及び安全

生

管理を図りました。

学

を

校教育指導課

【滝沢市

対

主体】

に

象に、地域に固有の事

よ

物・事象を提供す

る教

り

材である社会科副読本

充

を改訂及び活用し、児

実

童の地域学習を深めま

し

す。

【達成状況】社会

政 た

科副読本改訂版を作成

人

するとともに、平成2

生

7年度改訂版の社会

科

を

副読本を活用し、児童

送

が地域についての学習

る

を深めることができま

こ

した。

継続区分 会計・

と

款・項・目 令和元年度

が

の事業概要（実績）
・

で

社会科副読本改訂版(

策 き

令和2年度から使用)

る

を作成します。継続 一

ま

般・10款・1項・3

ち

目
・平成27年度に作

 

成した社会科副読本改

基

訂版の活用を図りまし

本

た。
事    業  

施

  主    体
学校

策

教育指導課

【滝沢市主

　

体】

　
０

事      

２

 業       名

 

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

 

況

魅力ある学校づくり

「

調査研究事業 平成30

生

年度事業実績報告書参

き

照

継続区分 会計・款・

る

項・目 令和元年度の事

力

業概要（実績）
平成3

　
」

0年度完了事業完了 一

を

般・10款・1項・3

育

目

事    業   

て

 主    体
学校教

る

育指導課

【滝沢市主体

学

】

校

事       

教

業       名 事

育

業の意図やねらい（成

の

果や効果）の達成状況

　
充

小学校教育振興事業 【

実

事業意図・ねらい】学校教育活動の円滑な実施に必要な教材等を整備します。

【達成状況】学校教育活動の円滑な実施に必要な教材等を整備しました。

継続区分 会計・款・項・目 令和元年度の事業概要

０

（実績）
・教師用指導書・教科書等の購入継続 一般・10款・2項

事

・2目
・授業等に必要

 

な消耗品の購入
事  

 

  業    主  

 

  体 ・教材備品の購

 

入及び修繕

学校教育指

 

導課 ・学校図書の購入

 

【滝沢市主体】

５

 

事 

業

      業   

 

    名 事業の意図

 

やねらい（成果や効果

 

）の達成状況

中学校教

 

育振興事業 【事業意図

 

・ねらい】学校教育活

 

動の円滑な実施に必要

 

な教材等を整備します

名

。

【達成状況】学校教

 

事

育活動の円滑な実施に

業

必要な教材等を整備し

の

ました。

継続区分 会計

意

・款・項・目 令和元年

図

度の事業概要（実績）

や

・教師用指導書・教科

ね

書等の購入継続 一般・

ら

10款・3項・2目
・

い

授業等に必要な消耗品

（

の購入
事    業 
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令 報

体

位 校

決投 年度別事業費

事

9,235 9,299

業

9,338 9,996

期

資 内 特定財源
算

指 訳 一

間

般財源 9,235 9,

活

299 9,338 9,

社

996

額標 他団体事業

会

負担額

科副

告

読本改訂委員会開催回

平

0 0 0 3   令和元年

成

度～令和4年度標 数
動

2

0 0 0 4値 単 位 回

／指

8

実
標 績 単 位

決投 年度別

年

事業費 3,080

資 内

度

特定財源
算

指 訳 一般財

～

源 3,080

額標 他団

令

体事業負担額

和
和元年

項       目 平

度

成28年度 平成29年

（

度 平成30年度 令和元

単

年度 備       

位

考

目 ○全体事業期間活

 

意識調査実施回数 0 3

 

3   平成29年度～

千

平成30年度標
動 0 3

元

円

3値 単 位 回

／指
実

標 績

）

単 位

決投 年度別事業費 711 722

資 内 特定財源 711 722
算

指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

項       目 平成28年度 平成29年度

年

平成30年度 令和元年度 備       考

目 ○全体事業期間活 学校図書整備率100％達成校 6 7 8 9   令和元年度～令和4年度標
動 5 5 5 7値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   理科教育等施設整備費補助金投 年

度

度別事業費 14,013 12,709 14,698 17,392   【国】（1/2）
  資 内 特定財源 250 250 250 1,75

項

0
算   

  指 訳 一般

 

財源 13,763 12

 

,459 14,448

 

15,642

額標 他団

事

 

体事業負担額

   

項       目 平

目

成28年度 平成29年

平

度 平成30年度 令和元

成

年度 備       

2

考

目 ○全体事業期間活

8

学校図書整備率100

年

％達成校 6 6 6 6   

業

度

令和元年度～令和4年

平

度標
動 5 5 5 5値 単 位

成

校

／指
実

標 績 単 位 ○特

2

定財源

決   理科教育

9

等施設整備費補助金投

年

年度別事業費 21,5

度

06 11,417 12

平

,164 13,404

成

  【国】（1/2）

3

  資 内 特定財源 24

実

0

9 250 245 244

年

算   
  指 訳 一般財

度

源 21,257 11,

令

167 11,919 1

和

3,160

額標 他団体

元

事業負担額

年度

項

備

       目 平成

 

28年度 平成29年度

績

 

平成30年度 令和元年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 学

 

校医等配置数 25 27

 

27 28   令和元年

 

度～令和4年度標
動 2

考

7 27 28 29値 単 位

目

人

／指 学校医等配置校

○

14 14 14 15
実

標

全

14 14 14 15績 単
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成

業者へ直接指導する

こ

果

とで、授業づくりのス

や

キルアップを図りまし

効

た。

継続区分 会計・款

果

・項・目 令和元年度の

）

事業概要（実績）
盛岡

の

教育事務所の協力を得

達

て指導主事を派遣し、

成

各学校で行われる研究

状

会等で協継続 一般
議、

 

況

指導助言を行うことに

学

より、教員個々の授業

校

力向上に努めました。

保

事    業    

健

主    体
学校教育

事

指導課

【滝沢市主体】

業 【

事       業

事

       名 事業

業

の意図やねらい（成果

学

意

や効果）の達成状況

実

図

践的指導力向上のため

・

の各種研修会 【事業意

ね

図・ねらい】教育課程

ら

の編成や研究の進め方

い

等について、各種研修

】

会で

協議及び情報交換

児

を行い、教員の指導力

童

向上や教育活動の充実

生

を図ります。
開催事務

び

徒

【達成状況】各種研修

及

会を開催し、教員の指

び

導力向上や教育活動の

職

充実を図りま

した。

継

員

続区分 会計・款・項・

の

目 令和元年度の事業概

健

要（実績）
道徳教育、

康

初任者研修、情報教育

の

等の各種領域や現代的

保

教育課題について、授

に

持

業継続 一般
研究会、講

増

義、演習等の研修の機

進

会を位置付けることに

を

より、各学校における

図

教
事    業   

り

 主    体 員の指

つ

導力向上や教育活動の

つ

充実に努めました。

学

、

校教育指導課

【滝沢市

学

主体】

よ

校

事     

教

  業       

育

名 事業の意図やねらい

の

（成果や効果）の達成

円

状況

防災教育を中心と

滑

した実践的安全教育 平

な

成29年度事業実績報

実

告書参照

総合支援事業

施

継続区分 会計・款・項

と

・目 令和元年度の事業

り

そ

概要（実績）
平成29

の

年度完了事業完了 一般

成

事    業    

果

主    体
学校教育

の

指導課

【滝沢市主体】

確保に努め

充

ます。

【達成状況】学

実

校保健安全法に基づく

し

環境衛生検査や各種健

政 た

診等を実施し、児童

（

人

義務的事業） 生徒及び

生

職員の健康保持増進を

を

図るとともに、学校安

送

全を推進しました。

継

る

続区分 会計・款・項・

こ

目 令和元年度の事業概

と

要（実績）
児童生徒及

が

び教職員の健康保持を

で

目的とし、各小中学校

策 き

での児童生徒の健康診

る

断継続 一般・10款・

ま

6項・1目
の実施、学

ち

校環境衛生検査の実施

 

、独立行政法人日本ス

基

ポーツ振興センターの

本

災
事    業   

施

 主    体 害共済

策

給付掛金の支払い・事

　

務等を法令に基づいて

　
０

行いました。

学校教育

２

指導課 ・岩手県学校安

 

全互助会負担金 85

 

千円

【滝沢市主体】 ・

 

独立行政法人日本スポ

「

ーツ振興センター共済

生

掛金　4,459千円

きる

事       業

力

       名 事業

　
」

の意図やねらい（成果

を

や効果）の達成状況

校

育

長、副校長、教務主任

て

等各種会議開 【事業意

る

図・ねらい】教育行政

学

と各学校の連絡調整と

校

協議を行う機会を設定

教

し、

市内各小中学校の

育

課題解決や学校教育事

の

業などの円滑な推進を

　
充

図ります。
催事務 【達

実

成状況】各会議を開催し、市内各小中学校の課題の解決や学校教育事業など

の円滑な推進を図りました。

継続区分 会計・款・項・目 令和元年度の事業概要（実績）
・校長会議と副校長会議を定期及び必

０

要に応じて開催し、各学校の教育活動の充継続 一般
実と諸課題の解

事

決を図りました。
事 

 

   業    主 

 

   体 ・教務主任会

 

議、研究主任研修会、

 

生徒指導主事研修会を

 

定期的に開催し、各学

 

学校教育指導課 校の適

５

 

切な教育課程の編成・

業

実施、学力向上と校内

 

研究の推進、生徒指導

 

諸問題

【滝沢市主体】

 

への対応の充実に努め

 

ました。

 

事    

 

   業      

 

 名 事業の意図やねら

名

い（成果や効果）の達

 

事

成状況

授業力向上のた

業

めの学校訪問等事務 【

の

事業意図・ねらい】各

意

学校へ指導主事が訪問

図

し、授業者へ直接指導

や

することで

授業づくり

ね

のスキルアップを図り

ら

ます。

【達成状況】授

い

業力向上のための校内

（

研修会等において、授
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令 報

体

投 年度別事業費 390

事

資 内 特定財源 390
算

業

指 訳 一般財源

額標 他団

期

体事業負担額

間活 環境衛生

告

検査実施回数 1 1 1 1

平

  令和元年度～令和

成

4年度標
動 1 1 1 1値

2

単 位 回

／指 各種検査・

8

健診実施校 14 14 1

年

4 15
実

標 14 14 1

度

4 15績 単 位 校 ○特定

～

財源

決   独立行政法

令

人日本スポーツ振投 年

和
和

度別事業費 15,06

元

6 15,331 14,

年

685 15,082  

度

 興センター災害共済

（

掛金保護
  者負担分

単

【その他】資 内 特定財

位

源 1,999 1,98

 

1 1,935 1,91

 

0
算   

  指 訳 一般

千

財源 13,067 13

元

円

,350 12,750

）

13,172

額標 他団体事業負担額

項       目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備       考

目 ○全体事業期間活

年

校長会議の開催回数 11 11 11 11   令和元年度～令和4年度標
動 12 12 12 14値 単 位 回

／指 副校長会議の開催回数 2 2 3 3
実

標 3 3 3 3績 単 位 回

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 <ゼロ予算事業>

額

度

標 他団体事業負担額

項       目 平成28年度 平成29年度 平成30年度

項

令和元年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

 

期間活 学力向上のため

 

の学校訪問実施 4 4 2

事

 

4 26   令和元年度

 

～令和4年度標 回数
動

 

2 2 24 26値 単 位 回

 

／指 校内研究会におけ

目

る助言指導実 50 50

平

50 50
実 施回数

標 6

成

0 60 60 65績 単 位

2

回

決投 年度別事業費

資

8

内 特定財源
算

指 訳 一般

年

財源 <ゼロ予算事業>

業

度

額標 他団体事業負担額

平成2

項     

9

  目 平成28年度 平

年

成29年度 平成30年

度

度 令和元年度 備   

平

    考

目 ○全体事

成

業期間活 道徳指導者研

3

修会開催回数 1 1 1 1

実

0

  令和元年度～令和

年

4年度標
動 1 1 1 1値

度

単 位 回

／指 校種間連携

令

研修会開催回数 2 2 2

和

2
実

標 2 2 2 2績 単 位

元

回

決投 年度別事業費

資

年

内 特定財源
算

指 訳 一般

度

財源 <ゼロ予算事業>

備

額標 他団体事業負担額

 

績

  

項     

 

  目 平成28年度 平

 

成29年度 平成30年

 

度 令和元年度 備   

 

    考

目 ○全体事

考

業期間活 学習会 0 1  

目

 平成29年度～平成

○

29年度標
動 0 1値 単

全

位 回

／指
実

標 績 単 位

決
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    名 事業の意図

　

やねらい（成果や効果

　

）の達成状況

滝沢市立

０

学校給食センター運営

５

委員会 【事業意図・ね

 

らい】安全安心で魅力

 

ある学校給食の提供と

 

食育の推進のため、

市

学

内小・中学校長、ＰＴ

び

Ａ代表、民生児童委員

 

に

代表により構成されて

よ

いる滝沢市
事務 立学校

り

給食センター運営委員

充

会を開催します。

【達

実

成状況】滝沢市立学校

し

給食センター運営委員

た

会を2回開催しました

人

。

継続区分 会計・款・

生

項・目 令和元年度の事

を

業概要（実績）
学校給

学

送

食センターの運営に関

る

し、年2回運営委員会

こ

を開催し、審議、助言

と

を得ま継続 一般・10

が

款・6項・3目
した。

で

事    業    

き

主    体
学校給食

る

センター

【滝沢市主体

ま

】

ち

び

 基本施策　０３  

に

 学校給食による望ま

よ

しい食習慣の実現

り

基本

充

施策が４年間でめざす

実

姿

児童生徒が心身とも

し

に健全に発達するため

政 た

、引き続き地産地消を

人

推進した安全安心で栄

生

養バランスのとれた学

を

校給食を提供

するとと

送

もに、食の指導の充実

る

を図り、望ましい食習

こ

慣の理解と実践の支援

と

など、食育の推進を目

が

指します。

基本計画期

で

間内の取り組みと方針

策 き

のうち、令和元年度の

る

重点課題の達成（実現

ま

）状況

Ａ 達成した

【重

ち

点課題】

・滝沢市学校

 

給食食材生産組合から

基

の地場農産物受入れ、

本

食に関する指導実施、

施

給食費収納率向上

【重

策

点課題に対応した達成

　

状況】

・地場農産物受

　
０

入れについては、台風

２

被害により納入量が減

 

少しましたが、目標値

 

は超えました。

・食に

 

関する指導については

「

、15校、128クラ

生

スで指導を行いました

き

。

・給食費の現年分収

る

納率については、99

力

％を超える収納率達成

　
」

を継続しています。

を育

事       業 

て

      名 事業の

る

意図やねらい（成果や

学

効果）の達成状況

学校

校

給食事業 【事業意図・

教

ねらい】児童生徒の心

育

身の健全な発達と食生

の

活の改善を目指し、栄

　
充

養バランスのとれた学

実

校給食の提供、児童生徒が考える「希望献立」並びに正し

い食生活の理解を目的とした「食に関する指導」を実

小

施します。

（義務的事

 

業） 【達成状況】健康

 

で豊かな潤いのある学

 

校給食と食育の実施が

０

 

図られました。

継続区

 

分 会計・款・項・目 令

 

和元年度の事業概要（

 

実績）
（1）年間給食

 

回数：小学校175回

 

、中学校170回（2

 

）一食当たり給食費：

 

小学校継続 一般・10

 

款・6項・3目
272

 

円、中学校300円（

５

 

3）給食センター年間

 

稼働日数：191日（

 

4）食に関する指
事 

 

   業    主 

 

   体 導及び希望献

 

立の実施､地産地消へ

 

の取り組みの実施（5

 

）調理等業務の民間委

 

託

学校給食センター に

 

よる給食センター運営

 

 

の合理化（6）滝沢中

 

央小学校開校後の環境

 

整備

【滝沢市主体】 盛

 

岡広域地区学校給食セ

 

ンター等連絡協議会負

 

担金　17千円

岩手県

計

学校給食センター協議

 

会会費　8千円

政

事 

策

      業   
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令 報

1

指
実

標 績 単 位

決投 年度

2

別事業費 155 131

1

153 142

資 内 特定

,

財源
算

指 訳 一般財源 1

0

55 131 153 14

9

2

額標 他団体事業負担

6

額

108

告

,627 114,74

平

5 122,446

資 内

成

特定財源 2,499 3

2

,582 3,280 5

8

,018
算

指 訳 一般財

年

源 118,597 10

度

5,045 111,4

～

65 117,428

額

令

標 他団体事業負担額

（

和
和

単位  千円）

元

基本

年

施策目標の達成（実現

度

）に向けた計画期間内

（

の取り組みと方針につ

単

いての達成（実現）状

位

況

Ａ 達成した

・安全安

 

心な学校給食を提供す

 

るため、地場農産物の

千

使用を推進しました。

元

円

・学校給食を安全かつ

）

確実に提供するため、計画的に施設設備の修繕を実施しました。

・給食への関心や食べることへの意欲を持たせることを目的に「希望献立」を実施しました。

・正しい食習慣を理解することを目的に「

年

食に関する指導」を実施しました。

令和3年度方針策定に際し、今後の方向性や引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

・徹底した衛生管理のもと、引き続き安全安心な学校給食の提供と食育の推進に関する取組みを進めます

度

。

【引継課題】

・調理

項

等業務の委託継続によ

 

る安定した給食の提供

 

・給食センター施設設

 

備等の計画的な改修整

 

備

・気候変化に対応し

 

た地場農産物の受入れ

 

と受入量の安定確保

 目

事

平

項      

成

 目 平成28年度 平成

2

29年度 平成30年度

8

令和元年度 備    

年

   考

目 ○全体事業

度

期間活 食に関する指導

平

回数（クラス数 100

成

100 100 110  

2

 令和元年度～令和4

9

年度標 ）
動 137 14

業

年

0 140 128値 単 位

度

クラス

／指 希望献立の

平

導入回数 14 14 14

成

15
実

標 14 14 14

3

15績 単 位 回 ○特定財

0

源

決   学校給食費、

年

給食食材助成金投 年度

度

別事業費 407,42

令

3 410,825 41

和

6,038 400,9

実

元

77   【その他】
 

年

 資 内 特定財源 263

度

,335 261,83

備

4 256,228 24

 

8,834
算   

  

 

指 訳 一般財源 144,

 

088 148,991

 

159,810 152

 

,143

額標 他団体事

 

業負担額

績

 考

項 

決

      目 平成2

投

8年度 平成29年度 平

年

成30年度 令和元年度

度

備       考

目

別

○全体事業期間活 開催

事

回数 3 2 2 2   令和

業

元年度～令和4年度標

費

動 2 2 2 2値 単 位 回

／

37



  

成

和２年度に完了予定で

果

す。

・スポーツイベン

や

ト「チャレンジデー」

効

に初めて挑戦し、対戦

果

相手に惜敗するも広報

）

アイデア賞を受賞しま

の

した。

達

事     

成

  業       

状

名 事業の意図やねらい

 

況

（成果や効果）の達成

学

状況

滝沢ふるさと交流

校

館管理運営事業 【事業

給

意図・ねらい】滝沢ふ

食

るさと交流館の管理運

施

営を通じて地域課題や

設

教育課

題を解決できる

改

「人・つながり・地域

善

づくり」の実現に向け

事

た「学びによる生活

の

学

業

質の向上」を図ります

【

。

（義務的事業） 【達

事

成状況】「学びによる

業

生活の質の向上」を図

意

ることができました。

図

継続区分 会計・款・項

・

・目 令和元年度の事業

ね

概要（実績）
指定管理

ら

者（特定非営利活動法

い

人劇団ゆう）による適

び

】

正な施設管理運営を行

学

うこ継続 一般・2款・

校

1項・13目
とができ

給

ました。
事    業

食

    主    体

セ

生涯学習スポーツ課

【

ン

他団体事業主体】

特定

タ

非営利活動法人劇団ゆ

ー

う

の

に

厨房設備の経年劣化が

よ

、調理作業の安

全性、

り

衛生管理等に影響を及

充

ぼしてきていることか

実

ら、学校給食事業の円

し

滑な運

営を目指し、改

政 た

修や更新等を計画的に

人

実施します。

【達成状

生

況】安全安心で魅力あ

を

る学校給食の提供を実

送

施することができまし

る

た。

継続区分 会計・款

こ

・項・目 令和元年度の

と

事業概要（実績）
施設

が

や設備の修繕等は当該

で

事業の予算ではなく、

策 き

学校給食事業の予算に

る

て実施し継続 一般
まし

ま

た。
事    業  

ち

  主    体
学校

 

給食センター

【滝沢市

基

主体】

小  

本

          

施

          

策

       計

 政

　

策　　　０５   学

　
０

びにより充実した人生

３

を送ることができるま

 

ち
 基本施策　０４ 

 

  生きがいが持てる

 

学びの環境の構築

学

基本

校

施策が４年間でめざす

給

姿

・平成31年度から

食

施行される第1次滝沢

に

市生涯学習推進計画学

　
よ

びプランたきざわ後期

る

基本計画に基づき、「

望

生きがいが持て

る学び

ま

の環境の構築」を促進

し

します。

・総合教育政

い

策（学校教育・社会教

食

育を通じた総合的・横

習

断的な教育政策）に基

慣

づく市長部局と教育委

の

員会が連携強化した

全

　
実

庁規模による生涯学習

現

・スポーツ推進施策の展開で、学びによる生活の質とスポーツによる健康づくりの推進を促進しま

す。

・多様化・複雑化する地域課題や教育課題の解決を目指した地域課題解決学習を通じた「人・つな

０

がり・地域づくり」を促

進します。

・社会教育を基盤とした「人・

事

つながり・地域づくり

 

」を目指したネットワ

 

ーク型社会教育行政（

 

教育委員会と市長部局

 

、

小中学校、高校、大

 

学、企業、ＮＰＯ、地

 

域との連携・協働）を

５

 

展開します。

・健康づ

業

くり推進施策（滝沢市

 

健康づくり宣言）と連

 

携したスポーツによる

 

健康づくりの推進を図

 

り、生涯スポーツの推

 

進

やスポーツを通じた

 

地域力の向上、施設の

 

利用促進、競技力向上

名

を図ります。

基本計画

 

事

期間内の取り組みと方

業

針のうち、令和元年度

の

の重点課題の達成（実

意

現）状況

Ｂ 概ね達成し

図

た

・生涯学習推進計画

や

学びプランたきざわ後

ね

期基本計画の確実な展

ら

開を図りました。

・東

い

部体育館の大規模改修

（

の準備を着実に進め令

38



令 報

体

平成28年度 平成29

事

年度 平成30年度 令和

業

元年度 備      

期

 考

目 ○全体事業期間

間

活 施設利用件数 3,4

活

00 3,200 3,2

調

00 3,200   令

理

和元年度～令和4年度

等

標
動 3,887 3,8

に

83 3,882 3,6

告

影

51値 単 位 件

／指 施設

響

利用者数 105,00

を

0 100,000 10

及

0,000 100,0

ぼ

00
実

標 112,65

す

0 109,776 10

故

7,410 100,4

障

27績 単 位 人 ○特定財

発

源

決   滝沢ふるさと

生

交流館使用料【投 年度

平

2

別事業費 40,789

2

41,167 39,7

2

10 39,566   

2

その他】他
  資 内 特

 

定財源 4,591 4,

 

388 4,691 4,

令

526
算   

  指 訳

和

一般財源 36,198

元

36,779 35,0

年

19 35,040

額標

成

度

他団体事業負担額

～令和4年度標 割合

2

動 0.5 0 0 1.1値

8

単 位 %(事故件数/稼

年

働日数)

／指
実

標 績 単

度

位 ○特定財源

決   特

～

定防衛施設周辺整備調

令

整交投 年度別事業費 2

和
和

,106   付金【国

元

】（9/10）
  資

年

内 特定財源 1,896

度

算   
  指 訳 一般財

（

源 210 <調査事業>

単

額標 他団体事業負担額

位 

項

 

       目 平成

千

28年度 平成29年度

元

円

平成30年度 令和元年

）

度 備       考

決投 年度別事業費 407,578 410,956 418,297 401,119

資 内 特定財源 263,335 261,834 258,124 248,834
算

指 訳 一般財源 144

年

,243 149,122 160,173 152,285

額標 他団体事業負担額

（単位  千円）

基本施策目標の達成（実現）に向けた計画期間内の取り組みと方針についての達成（実現）状況

Ｂ 概ね

度

達成した

・令和元年度から施行された第1次滝沢市生涯学習推進計画後期基本計画学びプランたきざわに基づき「生きがいが持てる

学

項

びの環境の構築」を促

 

進しました。

・第1次

 

滝沢市生涯学習推進計

 

画後期基本計画学びプ

事

 

ランたきざわに基づき

 

、６つの重点（①生き

 

がいが持てる学びの環

 

境

の構築、②少子化対

目

策と子どもが安心して

平

学べる環境づくり、③

成

全庁規模による地域課

2

題解決学習の展開、④

8

若者活躍・定

住による

年

経済・地域活性化、⑤

業

度

全ての世代を結ぶ学び

平

の輪づくり、⑥スポー

成

ツによる「人・つなが

2

り・地域づくり」）を

9

踏

まえた総合教育政策

年

に基づく市長部局と教

度

育委員会が連携強化し

平

た全庁規模による推進

成

体制の構築に取り組み

3

ました。

令和3年度方

実

0

針策定に際し、今後の

年

方向性や引継課題

Ｂ 課

度

題あり

【今後の方向性

令

】

・新型コロナウイル

和

ス感染症対策の視点に

元

立った学びプランたき

年

ざわの確実な展開やス

度

ポーツ施設の維持管理

備

や修繕、更新

【引継事

 

項】

・新型コロナウイ

績

 

ルス感染症対策の視点

 

に立った全庁規模によ

 

る生涯学習・スポーツ

 

推進体制の構築とスポ

 

ーツイベント「

チャレ

 

ンジデー」開催【令和

考

2年度は中止】

目 ○全

項       目
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果

学習スポーツ課

【他団

や

体事業主体】

公益財団

効

法人滝沢市体育協会

果）

事       業 

の

      名 事業の

達

意図やねらい（成果や

成

効果）の達成状況

国際

状

理解・国際交流事業 【

況

事業意図・ねらい】地

 

姥

球規模課題の解決に関

屋

する学びを通じた国際

敷

感覚豊かな

人づくりを

多

図ります。

【達成状況

目

】ＳＤＧｓセミナー【

的

1回】と幼児国際理解

研

交流会【2回】の合計

修

3回

開催しました。

継

セ

続区分 会計・款・項・

ン

目 令和元年度の事業概

学

タ

要（実績）
・国際理解

ー

・国際交流事業（年1

管

回）継続 一般・10款

理

・5項・1目
・幼児国

運

際理解交流会（年2回

営

）
事    業   

事

 主    体
生涯学

【

習スポーツ課

【協働事

事

業】

社会教育関係団体

業

や生涯学習関係機関、

び

意

企業、大学

図

事   

・

    業     

ね

  名 事業の意図やね

ら

らい（成果や効果）の

い

達成状況

社会教育指導

】

員設置事業（生涯学習

姥

・ 【事業意図・ねらい

屋

】専門的知識と経験を

敷

有する社会教育指導員

に

多

設置による社会

教育推

目

進体制の強化と社会教

的

育関係団体の育成・自

研

立支援を通じた持続可

修

能な組
社会教育） 織運

セ

営づくりを目指します

ン

。

【達成状況】社会教

タ

育関係団体の育成・自

ー

立支援を図ることがで

の

きました。

継続区分 会

よ

管

計・款・項・目 令和元

理

年度の事業概要（実績

運

）
・社会教育指導員3

営

人設置継続 一般・10

を

款・5項・1目
・生涯

通

学習講座（地域課題解

じ

決セミナーや国際理解

て

・国際交流セミナー）

地

事    業    

域

主    体 ・社会教

り

課

育関係団体の育成と自

題

立支援、連携・協働に

や

よる事業展開

生涯学習

教

スポーツ課 ・市民要望

育

への相談対応や関係団

課

体との連絡調整

【滝沢

題

市主体】

を解決

充

できる「人・つながり

実

・地域づくり」の実現

し

に向けた「学びによ
業

政 た

る生活の質の向上」を

人

図ります。

（義務的事

生

業） 【達成状況】「学

を

びによる生活の質の向

送

上」を図ることができ

る

ました。

継続区分 会計

こ

・款・項・目 令和元年

と

度の事業概要（実績）

が

指定管理者（岩手花平

で

農業協同組合）による

策 き

適正な施設管理運営を

る

行うことがで継続 一般

ま

・6款・1項・6目
き

ち

ました。
事    業

 

    主    体

基

生涯学習スポーツ課

【

本

他団体事業主体】

岩手

施

花平農業協同組合

策

事

　

       業  

　
０

     名 事業の意

４

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

滝沢市

 

多目的研修センター管

 

理運営事 【事業意図・

生

ねらい】滝沢市多目的

き

研修センターの管理運

が

営を通じて地域課題や

い

教育課題を解決できる

が

「人・つながり・地域

　
持

づくり」の実現に向け

て

た「学びによ
業 る生活

る

の質の向上」を図りま

学

す。

（義務的事業） 【

び

達成状況】「学びによ

の

る生活の質の向上」を

環

図ることができました

境

。

継続区分 会計・款・

の

項・目 令和元年度の事

構

業概要（実績）
指定管

　
築

理者（公益財団法人滝沢市体育協会）による適正な施設管理運営を行うこ継続 一般・6款・1項・6目
とができました。

事    業    主    体
生涯学習スポーツ課

【他団体事業主体】

公益財団法人滝沢市体育協

０

会

事       

事

業       名 事

 

業の意図やねらい（成

 

果や効果）の達成状況

 

滝沢総合公園管理運営

 

事業 【事業意図・ねら

 

い】滝沢総合公園の管

 

理運営を通じて「スポ

 

ーツによる健康づ

くり

５

業

の推進」の実現に向け

 

た「施設の利用促進」

 

を図ります。

【達成状

 

況】滝沢総合公園の管

 

理運営を通じて「スポ

 

ーツによる健康づくり

 

の推

（義務的事業） 進

 

」の実現に向けた「施

名

設の利用促進」を図る

事

ことができました。

継

 

業

続区分 会計・款・項・

の

目 令和元年度の事業概

意

要（実績）
指定管理者

図

（公益財団法人滝沢市

や

体育協会）による適正

ね

な施設管理運営を行う

ら

こ継続 一般・8款・4

い

項・4目
とができまし

（

た。
事    業  

成

  主    体
生涯
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令 報

体

29年度 平成30年度

事

令和元年度 備    

業

   考

目 ○全体事業

期

期間活 講座開設数 4 4

間

4 3   令和元年度～

活

令和4年度標
動 4 4 3

施

3値 単 位 講座

／指
実

標

設

績 単 位 ○特定財源

決  

利

 参加料【その他】投

用

年度別事業費 146 8

告

件

4 75 80   
  資

数

内 特定財源 18 18 2

1

0 17
算   

  指 訳

2

一般財源 128 66 5

0

5 63

額標 他団体事業

1

負担額

20

項  

1

     目 平成28

2

年度 平成29年度 平成

平

0

30年度 令和元年度 備

1

       考

目 ○

2

全体事業期間活 社会教

0

育指導員人数 3 3 3 3

 

  令和元年度～令和

 

4年度標
動 3 3 3 3値

令

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

和

決投 年度別事業費 6,

元

677 6,667 6,

年

598 6,620

資 内

成

度

特定財源
算

指 訳 一般財

～

源 6,677 6,66

令

7 6,598 6,62

和

0

額標 他団体事業負担

4

額

年度標
動 2

2

08 133 114 10

8

4値 単 位 件

／指 施設利

年

用者数 2,200 2,

度

200 2,200 2,

～

200
実

標 4,025

令

2,303 2,009

和
和

2,143績 単 位 人

決

元

投 年度別事業費 1,1

年

19 1,246 1,1

度

29 1,145

資 内 特

（

定財源 23
算

指 訳 一般

単

財源 1,119 1,2

位

46 1,106 1,1

 

45

額標 他団体事業負

 

担額

千

元

円

項   

）

    目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備       考

目 ○全体事業期間活 施設利用件数（個人使用を除く 1,850 1,850 1,850 1,850   令和元年度～令和

年

4年度標 ）
動 1,990 1,917 1,690 1,533値 単 位 件

／指 施設利用者数 31,000 31,000 31,000 31,000
実

標 31,193 29,994 27,072 25,152績 単 位 人 ○特定財源

決   

度

多目的研修センター使用料【投 年度別事業費 11,208 14,064 13,199 13,453   その他】他
  資 内 特定財源 2

項

,190 2,074 1

 

,994 1,880
算

 

  
  指 訳 一般財源

 

9,018 11,99

事

 

0 11,205 11,

 

573

額標 他団体事業

 

負担額

 目

項  

平

     目 平成28

成

年度 平成29年度 平成

2

30年度 令和元年度 備

8

       考

目 ○

年

全体事業期間活 滝沢総

業

度

合公園体育館利用件数

平

（ 2,900 2,90

成

0 2,500 2,50

2

0   令和元年度～令

9

和4年度標 個人使用を

年

除く）
動 2,403 2

度

,834 2,876 2

平

,676値 単 位 件

／指

成

滝沢総合公園テニスコ

3

ート利用 0 0 1,30

実

0

0 1,300
実 件数

標

年

0 0 1,019 1,1

度

53績 単 位 ○特定財源

令

決   滝沢総合公園体

和

育館使用料【投 年度別

元

事業費 57,883 9

年

2,202 90,16

度

6 89,787   そ

備

の他】他
  資 内 特定

 

財源 9,561 11,

績

 

881 10,133 8

 

,607
算   

  指

 

訳 一般財源 48,32

 

2 80,321 80,

 

033 81,180

額

 

標 他団体事業負担額

考

目 ○

項      

全

 目 平成28年度 平成
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果

課 ・ふれあいまちづく

や

り出前講座

【滝沢市主

効

体】 ・情報発信・交流

果

（広報たきざわや市ホ

）

ームページなど）

の

事

達

       業  

成

     名 事業の意

状

図やねらい（成果や効

況

果）の達成状況

青少年

 

成

教育・青少年対策事業

人

【事業意図・ねらい】

教

「明るく　かしこく　

育

たくましい子どもの育

事

成」を目指し

た青少年

業

教育と複雑化・多様化

【

する青少年に関する課

事

題の解決を目指した青

業

少年

対策の充実を目指

意

します。

【達成状況】

学

図

青少年を対象とした地

・

域課題解決学習を展開

ね

しました。

継続区分 会

ら

計・款・項・目 令和元

い

年度の事業概要（実績

】

）
・子ども会リーダー

複

養成研修継続 一般・1

雑

0款・5項・1目
・ジ

化

ュニアリーダーズセミ

・

ナー
事    業  

び

多

  主    体 ・少

様

年少女のバス交流事業

化

への職員派遣

生涯学習

す

スポーツ課 ・青少年健

る

全育成啓発看板の設置

地

【協働事業】 ・放課後

域

子ども教室

社会教育・

課

青少年関係団体など

題や

事       業 

に

教

      名 事業の

育

意図やねらい（成果や

課

効果）の達成状況

滝沢

題

市教育振興運動推進協

を

議会交付金 【事業意図

解

・ねらい】地域学校協

決

働活動（教育振興運動

で

と学校教育振興協議会

き

）

を展開し、地域の教

る

育課題の解決と情報メ

よ

「

ディアとの上手な付き

人

合い方に関する
事業 意

・

識啓発を目指します。

つ

【達成状況】地域の特

な

色を活かした活動を展

が

開しました。

継続区分

り

会計・款・項・目 令和

・

元年度の事業概要（実

地

績）
交付金725千円

域

継続 一般・10款・5

り

づ

項・1目
<協議会活動

く

内容>
事    業 

り

   主    体 ・

」

総会・たきざわ学びフ

の

ェスタ

生涯学習スポー

促

ツ課 ・市内小中学校全

進

12実践区活動

【他団

を

体事業主体】 ・研修会

図

派遣

滝沢市教育振興運

る

動推進協議会

充

成人教育の展開を目指

実

します。

【達成状況】

し

女性研修会（地域課題

政 た

の解決を目指した講演

人

など）を開催しました

生

。

継続区分 会計・款・

を

項・目 令和元年度の事

送

業概要（実績）
・市地

る

域女性研修会（主催）

こ

継続 一般・10款・5

と

項・1目
・子ども会育

が

成連合会指導者研修会

で

（共催）
事    業

策 き

    主    体

る

・東北地区子ども会育

ま

成研究協議会（派遣）

ち

生涯学習スポーツ課

【

 

協働事業】

滝沢市社会

基

教育関係団体など

本

事

施

       業  

策

     名 事業の意

　

図やねらい（成果や効

　
０

果）の達成状況

新成人

４

のつどい開催事業 【事

 

業の意図・ねらい】次

 

世代の社会を担う若者

 

たちの新たな門出を祝

生

福すると

ともに、郷土

き

への愛着と理解を深め

が

、地域社会の若い新し

い

い原動力となるよう、

が

新成人の自覚と誇り、

　
持

社会参加を喚起するこ

て

とを目的として実施し

る

ます。

【達成状況】式

学

典を開催し、新成人の

び

門出を祝福することが

の

できました。

継続区分

環

会計・款・項・目 令和

境

元年度の事業概要（実

の

績）
・式典内容の検討

構

継続 一般・10款・5

　
築

項・1目
・滝沢市新成人のつどい（式典）開催

事    業    主    体 ・式典における新成人や来場者などの動向把握

生涯学習スポーツ課 ・民法改正による成人年齢の引き下げに伴う式典の在り方等に関する検討

０

等

【協働事業】

滝沢市新成人のつどい実行委

事

員会

 

事      

 

 業       名

 

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

 

況

生涯学習推進事業 【

 

事業意図・ねらい】第

 

1次滝沢市生涯学習推

５

業

進計画後期基本計画学

 

びプランた

きざわ策定

 

・展開を通じた全庁規

 

模による生涯学習・ス

 

ポーツ推進体制の構築

 

を

図ります。

【達成状

 

況】令和元年6月策定

 

、7月施行をしました

名

。

継続区分 会計・款・

事

項・目 令和元年度の事

 

業

業概要（実績）
・学び

の

プランたきざわ後期基

意

本計画の策定と確実な

図

展開継続 一般・10款

や

・5項・1目
・生涯学

ね

習推進協議会と生涯学

ら

習推進会議
事    

い

業    主    

（

体 ・たきざわ学びフェ

成

スタ

生涯学習スポーツ
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令 報

体

者数 300 300 30

事

0 300   令和元年

業

度～令和4年度標
動 3

期

50 400 400 40

間

0値 単 位 人

／指
実

標 績

活

単 位

決投 年度別事業費

女

695 695 695 7

性

25

資 内 特定財源
算

指

リ

訳 一般財源 695 69

ー

5 695 725

額標 他

告

ダ

団体事業負担額

ー研修開催回数 2 2

平

2 2   令和元年度～

成

令和4年度標
動 2 2 2

2

2値 単 位 回

／指 子ども

8

会育成会指導者研修会

年

開 1 1 1 1
実 催回数

標

度

1 1 1 1績 単 位 回

決投

～

年度別事業費 27 25

令

34 20

資 内 特定財源

和
和

算
指 訳 一般財源 27 2

元

5 34 20

額標 他団体

年

事業負担額

度

（

項

単

       目 平成

位

28年度 平成29年度

 

平成30年度 令和元年

 

度 備       考

千

目 ○全体事業期間活 対

元

円

象者数に対する出席率

）

（過去 73 73 73 68   令和元年度～令和4年度標 ５年平均出席率換算）
動 67.6 63.5 65.2 57.2値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 344 322 390 490

資 内 特定財源
算

年

指 訳 一般財源 344 322 390 490

額標 他団体事業負担額

項       目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備       考

目 ○全体事業期

度

間活 広報たきざわ学びの杜発行回数 12 12 12 12   令和元年度～令和4年度標
動 12 12 12 12値 単 位 回

／指 たきざわ学びフ

項

ェスタ参加者数 300

 

300 300 300
実

 

標 350 400 400

 

400績 単 位 人

決投 年

事

 

度別事業費 183 18

 

1 143 975

資 内 特

 

定財源
算

指 訳 一般財源

 

183 181 143 9

目

75

額標 他団体事業負

平

担額

成2

項   

8

    目 平成28年

年

度 平成29年度 平成3

業

度

0年度 令和元年度 備 

平

      考

目 ○全

成

体事業期間活 子ども会

2

リーダーやジュニアリ

9

2 2 2 2   令和元年

年

度～令和4年度標 ーダ

度

ーセミナー（中学生や

平

高校
動 2 2 2 2値 単 位

成

回

／指
実

標 績 単 位 ○特

3

定財源

決   学びを通

実

0

じた被災地の地域コ投

年

年度別事業費 1,38

度

6 1,420 1,18

令

7 1,431   ミュ

和

ニティ支援事業費補助

元

金
  【県】(10/

年

10)資 内 特定財源 9

度

70 960 879 84

備

1
算   

  指 訳 一般

 

財源 416 460 30

績

 

8 590

額標 他団体事

 

業負担額

  

項 

 

      目 平成2

 

8年度 平成29年度 平

考

成30年度 令和元年度

目

備       考

目

○

○全体事業期間活 たき

全

ざわ学びフェスタ参加
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果

成果や効果）の達成状

や

況

生涯学習講座事業 【

効

事業意図・ねらい】複

果

雑化・多様化する地域

）

課題や教育課題を解決

の

できる「人

・つながり

達

・地域づくり」の促進

成

を図ります。

【達成状

状

況】科学技術ものづく

況

り【2回】と環境学習

 

滝

【1回】、発達障がい

沢

【1回

】、子ども会活

市

動支援【2回】の合計

社

6回開催しました。

継

会

続区分 会計・款・項・

教

目 令和元年度の事業概

育

要（実績）
・地域課題

関

解決セミナー（年4回

係

）継続 一般・10款・

団

5項・1目
・子ども会

学

体

活動支援事業（年2回

補

）
事    業   

助

 主    体
生涯学

事

習スポーツ課

【協働事

業

業】

社会教育関係団体

【

や生涯学習関係機関、

事

企業、大学

業

事   

意

    業     

図

  名 事業の意図やね

び

・

らい（成果や効果）の

ね

達成状況

社会教育指導

ら

員設置事業（スポーツ

い

） 【事業意図・ねらい

】

】専門的知識と経験を

社

有する社会教育指導員

会

設置によるスポ

ーツ推

教

進体制の強化を目指し

育

ます。

【達成状況】ス

関

ポーツイベント「チャ

に

係

レンジデー」や学校体

団

育施設開放事業など

が

体

効果的に展開されまし

の

た。

継続区分 会計・款

活

・項・目 令和元年度の

動

事業概要（実績）
・社

支

会教育指導員1人設置

援

継続 一般・10款・6

を

項・1目
・スポーツ推

図

進施策の展開
事   

よ

り

 業    主   

な

 体 ・市民要望への相

が

談対応や関係団体との

ら

連絡調整

生涯学習スポ

自

ーツ課

【滝沢市主体】

立支援や持

り

続

可能な組織運営づく

充

りを目指します。

【達

実

成状況】社会教育関係

し

団体の自立支援や組織

政 た

の現状に即した事業の

人

一部見直

しを図りまし

生

た。

継続区分 会計・款

を

・項・目 令和元年度の

送

事業概要（実績）
市子

る

ども会育成連合会補助

こ

金81千円：指導者研

と

修会、夢灯りなど継続

が

一般・10款・5項・

で

1目
市地域婦人協議会

策 き

補助金95千円：会員

る

研修会、地域子育て支

ま

援など
事    業 

ち

   主    体
生

 

涯学習スポーツ課

【協

基

働事業】

滝沢市社会教

本

育関係団体

施

事   

策

    業     

　

  名 事業の意図やね

　
０

らい（成果や効果）の

４

達成状況

滝沢市青少年

 

育成市民会議補助事業

 

【事業意図・ねらい】

 

滝沢市青少年育成市民

生

会議が主催する少年少

き

女のバス交流

事業を通

が

じた青少年対策の推進

い

を目指します。

【達成

が

状況】少年少女のバス

　
持

交流事業を実施し30

て

人が参加。地域で活躍

る

する市商

工会青年部か

学

らスタッフ派遣協力を

び

頂き、若者活躍の促進

の

を図りました。

継続区

環

分 会計・款・項・目 令

境

和元年度の事業概要（

の

実績）
補助金交付額　

構

140千円継続 一般・

　
築

10款・5項・1目
<活動内容>

事    業    主    体 ・少年少女のバス交流事業

生涯学習スポーツ課

【協働事業】

滝沢市青少年育成市民会議

事       業       名 事業

０

の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

家

事

庭教育事業 【事業意図

 

・ねらい】家庭教育に

 

関する学習機会を提供

 

し、家庭教育力の向上

 

を

図ることを目指しま

 

す。

【達成状況】目標

 

値の半分程度の達成状

 

況となっていますが、

５

業

少人数で内容の濃

い講

 

座が多く、事業として

 

は年々充実したものと

 

なっています。

継続区

 

分 会計・款・項・目 令

 

和元年度の事業概要（

 

実績）
・小中学校家庭

 

教育学級【安全講習会

名

や陶芸教室など】継続

事

一般・10款・5項・

 

業

1目
・幼児家庭教育講

の

座【昔話を聞く会やベ

意

ビーマッサージなど】

図

事    業    

や

主    体
生涯学習

ね

スポーツ課

【滝沢市主

ら

体】

い

事      

（

 業       名

成

事業の意図やねらい（
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令 報

体

,243

額標 他団体事

事

業負担額

業期間活 （主催・

告

共催）女性研修会開催

平

2 2 2 2   令和元年

成

度～令和4年度標 件数

2

動 2 2 2 2値 単 位 回

／

8

指
実

標 績 単 位

決投 年度

年

別事業費 115 210

度

194 176

資 内 特定

～

財源
算

指 訳 一般財源 1

令

15 210 194 17

和
和

6

額標 他団体事業負担

元

額

年度

項    

（

   目 平成28年度

単

平成29年度 平成30

位

年度 令和元年度 備  

 

     考

目 ○全体

 

事業期間活 少年少女の

千

バス交流事業参加者 3

元

円

0 30 30 30   令

）

和元年度～令和4年度標 数
動 20 30 30 30値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 140 140 140 140

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 140 140 140 140

額標 他団体事業負担額

年

項       目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備       考

目 ○全体事業期間活 講座開設数 52 52 52 52   令和元年度～令和4年度標
動 3

度

5 47 42 21値 単 位 回数

／指 受講者数 2,200 2,200 2,200 2,200
実

標 2,227 2,535 2,080 768績 単

項

位 人

決投 年度別事業費

 

186 207 156 1

 

54

資 内 特定財源 16

 

7
算

指 訳 一般財源 19

事

 

207 156 154

額

 

標 他団体事業負担額

  目

項      

平

 目 平成28年度 平成

成

29年度 平成30年度

2

令和元年度 備    

8

   考

目 ○全体事業

年

期間活 生涯学習講座の

業

度

開催数 0 6 6 6   令

平

和元年度～令和4年度

成

標
動 0 8 8 6値 単 位 回

2

／指
実

標 績 単 位 ○特定

9

財源

決   生涯学習講

年

座受講料【その他投 年

度

度別事業費 128 14

平

1 203 156   】

成

  資 内 特定財源 59

3

18 44
算   

  指

実

0

訳 一般財源 69 141

年

185 112

額標 他団

度

体事業負担額

令和元

項       目 平

年

成28年度 平成29年

度

度 平成30年度 令和元

備

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

績

 

社会教育指導員人数 1

 

1 1 1   令和元年度

 

～令和4年度標
動 1 1

 

1 1値 単 位 人

／指
実

標

 

績 単 位

決投 年度別事業

 

費 2,250 2,25

考

2 2,253 2,24

目

3

資 内 特定財源
算

指 訳

○

一般財源 2,250 2

全

,252 2,253 2
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果

各種交流会への派遣、

や

各スポーツ少年団活動

効

支援を行いました。
事

果

    業    主

）

    体
生涯学習ス

の

ポーツ課

【他団体事業

達

主体】

公益財団法人滝

成

沢市体育協会

状

事  

況

     業    

 

生

   名 事業の意図や

涯

ねらい（成果や効果）

ス

の達成状況

滝沢市スポ

ポ

ーツ推進委員協議会補

ー

助事 【事業意図・ねら

ツ

い】生涯スポーツの振

推

興のため、滝沢市スポ

進

ーツ推進委員協議

会に

事

補助金を交付します。

業

業 【達成状況】ニュー

学

【

スポーツなどの指導や

事

普及活動、スポーツに

業

関する研修会や

スポー

意

ツ指導者育成向けた活

図

動に対し、支援を行い

・

ました。

継続区分 会計

ね

・款・項・目 令和元年

ら

度の事業概要（実績）

い

滝沢市スポーツ推進委

】

員協議会活動を支援し

び

第

ました。継続 一般・1

1

0款・6項・1目
・市

次

民へのニュースポーツ

滝

やレクリエーションス

沢

ポーツの指導普及活動

市

事    業    

生

主    体 ・スポー

涯

ツに関する講習会・研

学

修会などへの参加

生涯

習

学習スポーツ課 ・スポ

に

推

ーツ指導者などの育成

進

【他団体事業主体】

滝

計

沢市スポーツ推進委員

画

協議会

後

事     

期

  業       

基

名 事業の意図やねらい

本

（成果や効果）の達成

計

状況

滝沢市体育施設管

画

理運営事業 【事業意図

よ

学

・ねらい】滝沢市体育

び

施設の管理運営を通じ

プ

て「スポーツによる健

ラ

康

づくりの推進」の実

ン

現に向けた「施設の利

た

用促進」を図ります。

き

【達成状況】滝沢市体

ざ

育施設の管理運営を通

わ

じて「スポーツによる

策

健康づくりの

（義務的

り

定

事業） 推進」の実現に

・

向けた「施設の利用促

展

進」を図ることができ

開

ました。

継続区分 会計

を

・款・項・目 令和元年

通

度の事業概要（実績）

じ

指定管理者（公益財団

た

法人滝沢市体育協会）

全

による適正な施設管理

庁

運営を行うこ継続 一般

充

規

・10款・6項・2目

模

とができました。
事 

に

   業    主 

よ

   体
生涯学習スポ

る

ーツ課

【他団体事業主

生

体】

公益財団法人滝沢

涯

市体育協会

学習・

実

スポーツ推進体制の構

し

築を

図ります。

【達成

政 た

状況】令和元年6月策

人

定、7月施行をしまし

生

た。

継続区分 会計・款

を

・項・目 令和元年度の

送

事業概要（実績）
・学

る

びプランたきざわ後期

こ

基本計画の策定と確実

と

な展開継続 一般・10

が

款・6項・1目
・滝沢

で

市スポーツ推進審議会

策 き

事    業    

る

主    体 ・岩手地

ま

区スポーツ推進委員協

ち

議会負担金

生涯学習ス

 

ポーツ課

【滝沢市主体

基

】

本

事       

施

業       名 事

策

業の意図やねらい（成

　

果や効果）の達成状況

　
０

滝沢市体育協会補助事

４

業 【事業意図・ねらい

 

】市民への生涯スポー

 

ツの普及及び競技スポ

 

ーツの水準をよ

り一層

生

向上させるため、スポ

き

ーツ振興の中心的な担

が

い手である（公財）滝

い

沢市体

育協会に補助金

が

を交付します。

【達成

　
持

状況】体育協会の各種

て

事業の充実強化を図る

る

ため、支援を行いまし

学

た。

継続区分 会計・款

び

・項・目 令和元年度の

の

事業概要（実績）
滝沢

環

市体育協会が実施する

境

以下の事業について支

の

援しました。継続 一般

構

・10款・6項・1目

　
築

・スポーツ意識の向上（代表選手派遣、研修等）
事    業    主    体 ・市民の体力の向上（種目別協会の支援、選手育成等）

生涯学習スポーツ課 ・ジュニアスポーツの振興（スポーツ少年団の支援、指導者育

０

成等）

【他団体事業主体】 ・健康増進及び体

事

育スポーツの振興（市

 

民体育祭、スポーツ教

 

室などを開催）

公益財

 

団法人滝沢市体育協会

  

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

５

業

や効果）の達成状況

滝

 

沢市スポーツ少年団補

 

助事業 【事業意図・ね

 

らい】青少年のスポー

 

ツ振興と心身の健全育

 

成を目指し、滝沢市

ス

 

ポーツ少年団に補助金

 

を交付します。

【達成

名

状況】スポーツ少年団

事

が実施する各種事業の

 

業

充実強化が図られるよ

の

う支援

を行いました。

意

継続区分 会計・款・項

図

・目 令和元年度の事業

や

概要（実績）
・滝沢市

ね

スポーツ少年団本部に

ら

補助金を交付し、市ス

い

ポーツ少年団総合体育

（

大会継続 一般・10款

成

・6項・1目
の開催や
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令 報

体

和4年度標 を除く）
動

事

2,741 2,734

業

2,787 2,681

期

値 単 位 件

／指 東部テニ

間

スコート利用件数 55

活

0 650 650 650

第

実
標 660 627 72

1

5 544績 単 位 件 ○特

次

定財源

決   東部体育

滝

館使用料【その他】投

告

沢

年度別事業費 27,8

市

47 31,279 31

ス

,624 32,143

ポ

  他
  資 内 特定財

ー

源 7,004 6,15

ツ

1 6,400 6,63

推

7
算   

  指 訳 一般

進

財源 20,843 25

計

,128 25,224

画

25,506 <名称変

平

1

更事業>「公共体育施

1

設

額 管理運営事業」か

2

ら名称変更標 他団体事

1

業負担額

  令和元年

成

度～令和4年度標 （学

2

びプランたきざわ後期

8

基本
動 1 1 2 1値 単 位

年

会議開催

／指
実

標 績 単

度

位

決投 年度別事業費 1

～

18 128 413 10

令

0

資 内 特定財源
算

指 訳

和
和

一般財源 118 128

元

413 100

額標 他団

年

体事業負担額

度

（単

項       目 平

位

成28年度 平成29年

 

度 平成30年度 令和元

 

年度 備       

千

考

目 ○全体事業期間活

元

円

市民体育祭参加人数 1

）

,300 1,300 1,300 1,300   令和元年度～令和4年度標
動 1,073 1,095 1,141 928値 単 位 人

／指 スポーツフェスティバル参加人 2,300 2,300 2,300 1,0

年

00
実 数

標 793 709 904 0績 単 位 人

決投 年度別事業費 31,820 29,931 31,271 32,186

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 31,820 29,931 31,271 32,186

額標 他団体事業負担額

度

項       目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備     

項

  考

目 ○全体事業期

 

間活 スポーツ少年団員

 

360 450 450 4

 

50   令和元年度～

事

 

令和4年度標
動 440

 

435 403 399値

 

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

 

決投 年度別事業費 66

目

6 353 353 353

平

資 内 特定財源
算

指 訳 一

成

般財源 666 353 3

2

53 353

額標 他団体

8

事業負担額

年

業

度

項

平

       目 平成

成

28年度 平成29年度

2

平成30年度 令和元年

9

度 備       考

年

目 ○全体事業期間活 市

度

民のスポーツ推進に係

平

る活動 55 55 58 6

成

0   令和元年度～令

3

和4年度標 件数（市行

実

0

事や地域行事等）
動 2

年

0 46 45 27値 単 位

度

件

／指
実

標 績 単 位

決投

令

年度別事業費 594 6

和

00 600 600

資 内

元

特定財源
算

指 訳 一般財

年

源 594 600 600

度

600

額標 他団体事業

備

負担額

 

績

 

項  

 

     目 平成28

 

年度 平成29年度 平成

 

30年度 令和元年度 備

 

       考

目 ○

 

全体事業期間活 東部体

考

育館利用件数（個人使

目

用 2,800 2,80

○

0 2,800 2,80

全

0   令和元年度～令
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果

劣化への対応等を

目的

や

とし、改修工事等を実

効

施します。

【達成状況

果

】総合公園体育施設の

）

設備の充実及び経年劣

の

化等に対応する改修工

達

事

の実施に向け、調査

成

検討を行いました。

継

状

続区分 会計・款・項・

況

目 令和元年度の事業概

 

滝

要（実績）
改修方法、

沢

費用について調査検討

市

を行いました。継続 一

体

般

事    業   

育

 主    体
生涯学

施

習スポーツ課

【滝沢市

設

主体】

備

事     

品

  業       

購

名 事業の意図やねらい

学

入

（成果や効果）の達成

事

状況

公民館管理運営事

業

業 平成28年度事業実

【

績報告書参照

継続区分

事

会計・款・項・目 令和

業

元年度の事業概要（実

意

績）
平成28年度完了

図

事業完了 ―

事    

・

業    主    

ね

体
生涯学習スポーツ課

び

ら

【滝沢市主体】

い】市内中学校新体

に

操部等の練習環境を整

よ

えるためトランポリ

ン

り

を購入し、技術の向上

充

が図られるとともに市

実

のスポーツ振興に寄与

し

する。

【達成状況】防

政 た

衛省の交付金を活用し

人

、タンブリングトラン

生

ポリン1台、着地用

マ

を

ット3枚を購入しまし

送

た。

継続区分 会計・款

る

・項・目 令和元年度の

こ

事業概要（実績）
タン

と

ブリングトランポリン

が

　1台新規 一般・10

で

款・6項・2目
着地用

策 き

マット　3枚
事   

る

 業    主   

ま

 体
生涯学習スポーツ

ち

課

【滝沢市主体】

 

事

基

       業  

本

     名 事業の意

施

図やねらい（成果や効

策

果）の達成状況

滝沢市

　

東部体育館改修事業 【

　
０

事業意図・ねらい】経

４

年劣化がみられる東部

 

体育館の本来の機能及

 

び緊急避難

所としての

 

機能の充実を図ること

生

を目的とし、改修工事

き

等を実施します。

【達

が

成状況】防衛省の補助

い

を導入し、実施設計を

が

行うとともに、改修工

　
持

事に向け

て実施計画書

て

を提出しました。

継続

る

区分 会計・款・項・目

学

令和元年度の事業概要

び

（実績）
東部体育館改

の

修工事に係る実施設計

環

業務を実施継続 一般・

境

10款・6項・2目

事

の

    業    主

構

    体
生涯学習ス

　
築

ポーツ課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

学校体育施設開放事業 【事業意図・ねらい】市立中小学校の体育施設などの開放によるス

０

ポーツ・レク

リエーション活動の場と文化・

事

学習活動の場を提供し

 

ます。

【達成状況】市

 

立小中学校の体育施設

 

などの開放によるスポ

 

ーツ・レクリエーシ

ョ

 

ン活動の場と文化・学

 

習活動の場を提供する

 

ことができました。

継

５

業

続区分 会計・款・項・

 

目 令和元年度の事業概

 

要（実績）
学校と利用

 

団体（運営委員会）と

 

の効率的調整による学

 

校体育施設利用の円滑

 

化継続 一般
を図ること

 

ができました。
事  

名

  業    主  

事

  体
生涯学習スポー

 

業

ツ課

【滝沢市主体】

の意

事       業 

図

      名 事業の

や

意図やねらい（成果や

ね

効果）の達成状況

滝沢

ら

総合公園体育施設改修

い

事業 【事業意図・ねら

（

い】総合公園体育施設

成

の設備の充実及び経年
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令 報

体

特定財源 693
算

指 訳

事

一般財源 53,017

業

額標 他団体事業負担額

期間活 備品購入

告

件数 0 0 0 1   令和

平

元年度～令和元年度標

成

動 0 0 0 1値 単 位 件

／

2

指
実

標 績 単 位 ○特定財

8

源

決   特定防衛施設

年

周辺環境整備調投 年度

度

別事業費 2,257  

～

 整交付金【国】
  

令

資 内 特定財源 2,25

和
和

0
算   

  指 訳 一般

元

財源 7 <新規事業>

額

年

標 他団体事業負担額

度

（単

項      

位

 目 平成28年度 平成

 

29年度 平成30年度

 

令和元年度 備    

千

   考

目 ○全体事業

元

円

期間活 大規模改修施設

）

数 0 0 0 0   平成30年度～令和2年度標 ○全体事業量動 0 0 0 0値 単 位   
／   指 ○全体事業費実   130,000千円標 績 単 位 ○特定財源

決   防衛施設周辺民生安定施設整投 年度別事業費

年

48 245 4,760   備事業補助金【国】（3/4）
  一般補助施設整備等事業債【資 内 特定財源 45 177 4,313

算   地方債】
  指 訳 一般財源 3 68 447 <名称変更事業>「公共体育施設

額 改修事業」か

度

ら名称変更標 他団体事業負担額

項       目 平成28年度 平成29年度 平

項

成30年度 令和元年度

 

備       考

目

 

○全体事業期間活 利用

 

件数 3,150 3,3

事

 

00 3,300 3,3

 

00   令和元年度～

 

令和4年度標
動 3,5

 

15 3,430 3,5

目

66 3,415値 単 位

平

件

／指
実

標 績 単 位

決投

成

年度別事業費

資 内 特定

2

財源
算

指 訳 一般財源 <

8

ゼロ予算事業>

額標 他

年

団体事業負担額

業

度 平成

項       目

2

平成28年度 平成29

9

年度 平成30年度 令和

年

元年度 備      

度

 考

目 ○全体事業期間

平

活 改修等件数 0 0 0 0

成

  令和元年度～令和

3

2年度標
動 0 0 0 0値

実

0

単 位 件

／指
実

標 績 単 位

年

決投 年度別事業費

資 内

度

特定財源
算

指 訳 一般財

令

源 <調査事業>

額標 他

和

団体事業負担額

元年度

項       目

備

平成28年度 平成29

 

年度 平成30年度 令和

績

 

元年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 施設利用件数 2,2

 

00   平成27年度

 

～平成28年度標
動 1

 

,428値 単 位 件

／指

考

施設利用者数 54,5

目

00
実

標 25,420

○

績 単 位 人

決投 年度別事

全

業費 53,710

資 内
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果や効果）の達成状況

 

総合公園陸上競技場維

学

持管理事業 平成28年

び

度事業実績報告書参照

に

継続区分 会計・款・項

よ

・目 令和元年度の事業

り

概要（実績）
平成28

充

年度完了事業完了 ―

事

実

    業    主

し

    体
生涯学習ス

政 た

ポーツ課

【滝沢市主体

人

】

生

事       

を

業       名 事

送

業の意図やねらい（成

る

果や効果）の達成状況

こ

国体準備事務 平成28

と

年度事業実績報告書参

が

照

継続区分 会計・款・

で

項・目 令和元年度の事

策 き

業概要（実績）
平成2

る

8年度完了事業完了 ―

ま

事    業    

ち

主    体
生涯学習

 

スポーツ課

【滝沢市主

基

体】

本

事      

施

 業       名

策

事業の意図やねらい（

　

成果や効果）の達成状

　
０

況

希望郷いわて国体滝

４

沢市実行委員会運 平成

 

28年度事業実績報告

 

書参照

営補助事業

継続

 

区分 会計・款・項・目

生

令和元年度の事業概要

き

（実績）
平成28年度

が

完了事業完了 ―

事  

い

  業    主  

が

  体
生涯学習スポー

　
持

ツ課

【滝沢市主体】

て

小       

る

          

学

          

び

  計

の環境の構
　

築
０

事       

５

業       名 事

 

業の意図やねらい（成
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令 報

体事業期間活 天然芝緑

告

化施設数 1   平成2

平

8年度～平成28年度

成

標
動 1値 単 位 施設

／指

2

実
標 績 単 位

決投 年度別

8

事業費 13,248

資

年

内 特定財源
算

指 訳 一般

度

財源 13,248

額標

～

他団体事業負担額

令
和

和元

項       

年

目 平成28年度 平成2

度

9年度 平成30年度 令

（

和元年度 備     

単

  考

目 ○全体事業期

位

間活 会場地市町村の実

 

行委員会 1   平成2

 

8年度～平成28年度

千

標
動 1値 単 位 組織数

／

元

円

指
実

標 績 単 位

決投 年度

）

別事業費 965

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 965

額標 他団体事業負担額

項       目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備

年

       考

目 ○全体事業期間活 市民の機運醸成に向けた国体開 10   平成26年度～平成28年度標 催ＰＲ
動 13値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 26,328

資 内 特定財源 10,396
算

指 訳 一般財源 1

度

5,932

額標 他団体事業負担額

項       目 平成28年度 平成29年度 平成30年

項

度 令和元年度 備   

 

    考

決投 年度別

 

事業費 278,572

 

223,362 220

事

 

,778 229,56

 

0

資 内 特定財源 35,

 

649 25,517 2

 

4,335 29,11

目

5
算

指 訳 一般財源 24

平

2,923 197,8

成

45 196,443 2

2

00,445

額標 他団

8

体事業負担額

年

業

度 平成29年度 平成3

実

0年度 令和元年度 備 

績

      考

目 ○全
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な

 業       名

ど

事業の意図やねらい（

学

成果や効果）の達成状

び

況

視聴覚普及推進事業

の

【事業意図・ねらい】

場

視聴覚資料を媒体とし

と

て読書への興味を誘発

し

し、生涯学習

を推進し

て

ます。

【達成状況】ミ

の

ニシアター・映画会を

 

文

実施し、視聴覚普及推

化

進を図りました。

継続

施

区分 会計・款・項・目

設

令和元年度の事業概要

の

（実績）
視聴覚普及推

環

進のため、次の事業を

境

実施しました。継続 一

を

般・10款・5項・2

整

目
・子ども映画会　　

え

　　　　　　2回　1

学

る

06人
事    業 

と

   主    体 ・

と

ミニシアター（子ども

も

向け）  9回　19

に

9人

湖山図書館 ・ミニ

、

シアター（一般向け）

伝

　　2回　 51人

【

統

滝沢市主体】

文化

び

や芸術を次世代へ継

承

に

します。また、郷土に

よ

愛着を持ち郷土理解を

り

深め地域活動に活かす

充

環境を構築することに

実

より、一人一人が幸福

し

感を得ら

れる環境づく

政 た

りの確立を目指します

人

。

基本計画期間内の取

生

り組みと方針のうち、

を

令和元年度の重点課題

送

の達成（実現）状況

Ｂ

る

概ね達成した

【重点課

こ

題】

・利用しやすい図

と

書館の利用促進を図り

が

、複合交流施設との情

で

報共有や事業連携によ

策 き

る一人一人が学べる環

る

境の充実

・芸術祭実行

ま

委員会組織化などの検

ち

討の実施や、指定文化

 

財の掘り起こしや保護

基

、埋蔵文化財・民俗資

本

料などの活用と学習

機

施

会の提供

【重点課題に

策

対応した達成状況】

複

　

合交流施設との連携を

　
０

図りイベントを実施し

５

ました。指定文化財候

 

補としてカワシンジュ

 

ガイ調査を終了しまし

 

た。

学

事      

び

 業       名

の

事業の意図やねらい（

環

成果や効果）の達成状

境

況

図書館管理運営事業

　
の

【事業意図・ねらい】

充

住民の教養、調査研究

実

、レクリエーション等

と

に資すること

により、

文

生涯学習の推進を図り

化

ます。

【達成状況】図

芸

書の貸出、調べ学習支

術

援対応等により学習支

の

援や学習機会、学習

活

継

動場の提供を行い、生

　
承

涯学習の推進を図りました。

継続区分 会計・款・項・目 令和元年度の事業概要（実績）
・図書等必要な資料を収集・整理・保存し、住民の利用に供しました。継続 一般・10款・5項・2目
・郷土を含め、新規図書資料購入

０

を行いました。
事  

基

  業    主  

本

  体 ・図書館協会会

施

費　12,400円

湖

策

山図書館

【滝沢市主体

が

】

４

事       

年

業       名 事

間

業の意図やねらい（成

で

果や効果）の達成状況

５

め

移動図書館車運行事業

ざ

【事業意図・ねらい】

す

図書館まで遠い利用者

姿

へ図書サービスを提供

　

します。

【達成状況】

湖

市内40ステーション

山

を月2回巡回し、遠隔

図

地への利用者へ図書サ

書

ー

ビスを提供しました

館

。

継続区分 会計・款・

 

や

項・目 令和元年度の事

埋

業概要（実績）
市内6

蔵

コース、毎月2回、4

文

0か所巡回しました。

化

継続 一般・10款・5

財

項・2目

事    業

セ

    主    体

ン

湖山図書館

【滝沢市主

タ

体】

ー

事      
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令 報

の

13,148 13,4

充

66 12,080値 単

実

位 冊

／指 移動図書館車

と

の図書館利用者数 2,

文

200 3,200 3,

化

200 3,400
実

標

芸

810 2,420 2,

術

373 2,301績 単

継

位 人

決投 年度別事業費

承

1,080 1,909

告

の

2,336 2,230

確

資 内 特定財源
算

指 訳 一

立

般財源 1,080 1,

」

909 2,336 2,

の

230

額標 他団体事業

実

負担額

現に

項  

向

     目 平成28

け

年度 平成29年度 平成

平

、

30年度 令和元年度 備

「

       考

目 ○

学

全体事業期間活 図書の

び

貸出冊数 75,000

の

110,000 120

環

,000 130,00

境

0   令和元年度～令

整

和4年度標
動 64,5

備

88 159,797 1

」

55,718 151,

成

の

788値 単 位 冊

／指 図

取

書館利用者数 19,0

り

00 29,000 30

組

,000 36,000

み

実
標 18,178 45

を

,050 43,394

行

42,466績 単 位 人

い

決投 年度別事業費 11

ま

6 205 210 190

し

資 内 特定財源
算

指 訳 一

2

た

般財源 116 205 2

。

10 190

額標 他団体

・

事業負担額

「文化芸術活動

8

の基盤強化」について

年

は、芸術文化協会の事

度

務局体制を支援し、芸

～

術祭を共催で開催しま

令

した。

・「学びプラン

和
和

たきざわ」の実現に向

元

けて文化振興の施策を

年

展開しました。

令和3

度

年度方針策定に際し、

（

今後の方向性や引継課

単

題

Ｂ 課題あり

【今後の

位

方向性】

・引き続き、

 

利用しやすい図書館利

 

用の促進と、一人一人

千

が学べる環境の充実に

元

円

向け、利用者のニーズ

）

を捉えた蔵書の充実

と市民の学習支援に関する取り組みを進めます。

・郷土芸能伝承活動や文化芸術振興を引き続き支援します。

【引継課題】

・図書館利用者数の向上や移動図書館車による図書館遠隔

年

地へのサービス維持。図書ボランティアの育成。

・文化芸術振興に

基

おいて、発表の場とな

本

る芸術祭や郷土芸能ま

施

つりの継続と関係団体

策

への支援。

・郷土理解

目

推進事業の継続と、文

標

化財である指定文化財

の

等の管理を進めます。

度

達成（

項     

実

  目 平成28年度 平

現

成29年度 平成30年

）

度 令和元年度 備   

に

    考

目 ○全体事

向

業期間活 図書の貸出冊

け

数 75,000 110

た

,000 120,00

事

計

0 130,000   

画

令和元年度～令和4年

期

度標
動 64,588 1

間

59,797 155,

内

718 151,788

の

値 単 位 冊

／指 図書館利

取

用者数 19,000 2

り

9,000 30,00

組

0 36,000
実

標 1

み

8,178 45,05

業

と

0 43,394 42,

方

466績 単 位 人 ○特定

針

財源

決   図書館コピ

に

ー機利用料【その投 年

つ

度別事業費 63,31

い

8 32,907 32,

て

294 31,310  

の

 他】、地域整備特別

達

対策事業
  基金繰入

成

金【その他】資 内 特定

実

（

財源 32,800 7,

実

019 8,027 4,

現

022
算   

  指 訳

）

一般財源 30,518

状

25,888 24,2

況

67 27,288

額標

Ｂ

他団体事業負担額

概ね達

項       

績

成

目 平成28年度 平成2

し

9年度 平成30年度 令

た

和元年度 備     

・

  考

目 ○全体事業期

「

間活 移動図書館車の図

学

書の貸出冊数 11,0

び

00 14,900 14

の

,900 15,000

環

  令和元年度～令和

境

4年度標
動 3,792
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果

【滝沢市主体】

や

事 

効

      業   

果

    名 事業の意図

）

やねらい（成果や効果

の

）の達成状況

埋蔵文化

達

財調査事業 【事業意図

成

・ねらい】埋蔵文化財

状

包蔵地と開発行為との

況

調整の円滑化を図りま

 

読

す

。

【達成状況】埋蔵

書

文化財包蔵地と開発行

普

為との調整が円滑に行

及

われました。

継続区分

推

会計・款・項・目 令和

進

元年度の事業概要（実

事

績）
開発に伴う埋蔵文

業

化財包蔵地の有無確認

【

・試掘調査を実施しま

事

した。継続 一般・10

学

業

款・5項・3目

事  

意

  業    主  

図

  体
埋蔵文化財セン

・

ター

【滝沢市主体】

ねら

事       業 

い

      名 事業の

】

意図やねらい（成果や

図

効果）の達成状況

芸術

書

祭開催事業 【事業意図

び

館

・ねらい】市民の文化

に

活動の成果を発表する

対

機会であり、広く市民

す

に

芸術鑑賞の機会を提

る

供することにより、芸

関

術文化の振興を目指し

心

ます。

【達成状況】市

を

教育委員会と市芸術文

喚

化協会の共催で各部門

起

（展示・邦楽・洋楽

・

に

し

演劇・茶道）を開催し

、

ました。

継続区分 会計

読

・款・項・目 令和元年

書

度の事業概要（実績）

普

芸術祭たきざわの開催

及

継続 一般・10款・5

を

項・4目
・芸術文化協

図

会との共催による事業

り

運営で各部門（展示・

、

邦楽・洋楽・演劇・茶

よ

学

事    業    

習

主    体 道）を開

支

催しました。

文化振興

援

課 ・芸術文化協会組織

活

体制強化のための支援

動

をしました。

【協働事

や

業】

滝沢市芸術文化協

学

会

習機

り

会・学習活動の場の提

充

供を行い、生涯学習を

実

推進します。

【達成状

し

況】おはなし会や工作

政 た

ワークショップ、こど

人

も図書館員、一般向け

生

の図

書館講座等を実施

を

し読書推進を図りまし

送

た。

継続区分 会計・款

る

・項・目 令和元年度の

こ

事業概要（実績）
読書

と

普及のため次の事業を

が

実施しました。継続 一

で

般・10款・5項・2

策 き

目
・おはなし会　　　

る

　　  4回　176

ま

名
事    業   

ち

 主    体 ・体験

 

学習（こども図書館員

基

）  16名

湖山図書

本

館 ・工作ワークショッ

施

プ         

策

112名

【滝沢市主体

　

】 ・図書館講座（一般

　
０

向け）3回　 32名

５ 

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

学

や効果）の達成状況

埋

び

蔵文化財センター管理

の

運営事業 【事業意図ね

環

らい】埋蔵文化財セン

境

ター及び史跡公園の適

　
の

切な管理を図ります。

充

【達成状況】埋蔵文化

実

財センター及び史跡公

と

園の適切な管理を図り

文

ました。

継続区分 会計

化

・款・項・目 令和元年

芸

度の事業概要（実績）

術

・収蔵資料の適切な保

の

存管理と公開活用を進

継

めました。継続 一般・

　
承

10款・5項・3目
・史跡公園「湯舟沢環状列石」の適切な保存管理と公開活用を推進しました。

事    業    主    体
埋蔵文化財センター

【滝沢市主体】

事       業    

０

   名 事業の意図やねらい（成果や効果）

事

の達成状況

埋蔵文化財

 

センター教育普及事業

 

【事業意図・ねらい】

 

体験講座や企画展、埋

 

蔵文化財講座開設を通

 

じて、埋蔵文

化財の理

 

解と周知を図ります。

 

【達成状況】体験講座

５

業

や企画展、埋蔵文化財

 

講座開設を通じて、埋

 

蔵文化財の理

解と周知

 

を図ることができ、市

 

の歴史への理解を推進

 

することができました

 

。

継続区分 会計・款・

 

項・目 令和元年度の事

名

業概要（実績）
・各種

事

体験講座の実施（通年

 

業

）。継続 一般・10款

の

・5項・3目
・12月

意

７日（土）「蝦夷の赤

図

い土器」のタイトルで

や

企画展・講演会を開催

ね

しまし
事    業 

ら

   主    体 た

い

。

埋蔵文化財センター

（

・遺物の再整理、展示

成

替えを実施しました。
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令 報

体

績 単 位 ○特定財源

決  

事

 岩手県埋蔵文化財事

業

務処理交投 年度別事業

期

費 290 364 593

間

469   付金【県】

活

  資 内 特定財源 23

図

6 137 93 133
算

書

  
  指 訳 一般財源

の

54 227 500 33

貸

6

額標 他団体事業負担

告

出

額

冊数

項    

7

   目 平成28年度

5

平成29年度 平成30

,

年度 令和元年度 備  

0

     考

目 ○全体

0

事業期間活 「芸術祭た

0

きざわ」の入場者数 1

1

,350 1,350 1

平

1

,400 1,400  

0

 令和元年度～令和4

,

年度標
動 2,009 2

0

,630 2,666 3

0

,685値 単 位 人

／指

0

実
標 績 単 位

決投 年度別

1

事業費 325 1,63

2

8 1,886 1,97

0

0

資 内 特定財源
算

指 訳

,

一般財源 325 1,6

成

0

38 1,886 1,9

0

70

額標 他団体事業負

0

担額

130,000

2

  令和元年度～令和

8

4年度標
動 64,58

年

8 159,797 15

度

5,718 151,7

～

88値 単 位 冊

／指 図書

令

館利用者数 19,00

和
和

0 29,000 30,

元

000 36,000
実

年

標 18,178 45,

度

050 43,394 4

（

2,466績 単 位 人

決

単

投 年度別事業費 6 41

位

193 72

資 内 特定財

 

源
算

指 訳 一般財源 6 4

 

1 193 72

額標 他団

千

体事業負担額

元

円）

項       目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備       考

目 ○全体事業期間活 埋蔵文化財センター年間利用者 3,100 3,100 3,100 3

年

,100   令和元年度～令和4年度標 数
動 2,002 2,269 2,302 2,559値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   埋蔵文化財センター使用料【投 年度別事業費 4,884 5,407 6,282 5,872  

度

 その他】教育施設土地使用料
  【その他】アメダス設置管理資 内 特定財源 89 87 87 81

算   料【その他】
  指 訳 一般財源

項

4,795 5,320

 

6,195 5,791

 

額標 他団体事業負担額

 

事

  

項     

 

  目 平成28年度 平

 

成29年度 平成30年

目

度 令和元年度 備   

平

    考

目 ○全体事

成

業期間活 来館者アンケ

2

ート｢皆様の声｣の 9

8

8 98 98 98   令

年

和元年度～令和4年度

業

度

標 設問｢とてもよかっ

平

た｣の回答数
動 98 8

成

5 90 73値 単 位 ％

／

2

指
実

標 績 単 位 ○特定財

9

源

決   地域の特色あ

年

る埋蔵文化財活投 年度

度

別事業費 5,756 3

平

,399 4,536 4

成

,700   用事業費

3

補助金【国】（1/2

実

0

  ）資 内 特定財源 2

年

,730 1,640 2

度

,255 2,250
算

令

  
  指 訳 一般財源

和

3,026 1,759

元

2,281 2,450

年

額標 他団体事業負担額

度 備 

項     

績

 

  目 平成28年度 平

 

成29年度 平成30年

 

度 令和元年度 備   

 

    考

目 ○全体事

 

業期間活 本調査・有無

 

確認調査・試掘調 10

考

10 10 10   令和

目

元年度～令和4年度標

○

査の数
動 30 22 19

全

30値 単 位 件

／指
実

標
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果

          

や

  計

 ０５ 

効

  学びにより充実し

果

た人生を送ることがで

）

きるまち

の達成状況

 

伝統文化支援事業 【事

学

業の意図・ねらい】民

び

俗・郷土伝承活動を広

に

く市民に理解していた

よ

だき、活

動の成果を発

り

表する機会の充実を図

充

ります。

【達成状況】

実

郷土芸能の出演機会の

し

拡充を図り、市民がふ

政 た

るさとの郷土芸能に見

人

て触れる機会の提供を

生

行いました。

継続区分

を

会計・款・項・目 令和

送

元年度の事業概要（実

る

績）
・滝沢市郷土芸能

こ

まつりを開催しました

と

。継続 一般・10款・

が

5項・4目
・各郷土芸

で

能保存団体による後継

策 き

者の育成に取り組みま

る

した。
事    業 

ま

   主    体 ・

ち

郷土芸能団体の出演機

 

会拡充のため、イベン

基

トの出演依頼を積極的

本

に受け入れ

文化振興課

施

て団体の出演調整を行

策

いました。

【協働事業

　

】

郷土芸能保存団体

　
０５

事       業 

 

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や

 

効果）の達成状況

文化

学

財・天然記念物保護事

び

業 【事業の意図・ねら

の

い】文化財の適切な保

環

護と活用を図ります。

境

【達成状況】文化財保

　
の

護では指定文化財の定

充

期的な巡回、草刈など

実

周辺の環境整

備を実施

と

しました。また、文化

文

財活用の点では、市民

化

を対象とした文化財見

芸

学会

を開催しました。

術

継続区分 会計・款・項

の

・目 令和元年度の事業

継

概要（実績）
・指定文

　
承

化財の定期的な巡回と草刈等の環境整備を実施しました。継続 一般・10款・5項・4目
・指定文化財等の活用として文化財見学会を開催しました。

事    業    主    体 ・新規指定文化財候補の調査としてカ

０

ワシンジュガイ調査を行いました。

文化振興

事

課

【滝沢市主体】

 

事

 

       業  

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

郷土理

 

解推進事業 【事業意図

 

・ねらい】『滝沢市の

５

業

歩み』を活用した講座

 

等の開催を行い、郷土

 

史

の理解を深めます。

 

【達成状況】『滝沢市

 

の歩み』を活用した講

 

座を行い、郷土史の理

 

解を深めまし

た。

継続

 

区分 会計・款・項・目

名

令和元年度の事業概要

事

（実績）
「滝沢市の歩

 

業

み」の販売促進と「滝

の

沢市の歩み」を活用し

意

た郷土理解推進講座を

図

継続 一般・10款・5

や

項・4目
行いました。

ね

事    業    

ら

主    体
文化振興

い

課

【滝沢市主体】

（

小       

成
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令 報

体

5

額標 他団体事業負担

事

額

業期間活 伝統文化

告

関連事業開催数 1 1 1

平

1   令和元年度～令

成

和4年度標
動 1 1 1 1

2

値 単 位 回

／指
実

標 績 単

8

位

決投 年度別事業費 7

年

13 738 704 78

度

7

資 内 特定財源
算

指 訳

～

一般財源 713 738

令

704 787

額標 他団

和
和

体事業負担額

元年度

項       目 平

（

成28年度 平成29年

単

度 平成30年度 令和元

位

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

 

指定文化財整備件数 2

千

3 3 3   令和元年度

元

円

～令和4年度標
動 6 5

）

3 6値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   「滝沢市の文化財」冊子販売投 年度別事業費 272 326 256 207   代金【その他】
  資 内 特定財源 3 5 5 9

算   
  指 訳 一般財源 269 32

年

1 251 198

額標 他団体事業負担額

項       目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備       考

目 ○全体事業期間活 講座開設回数 3 3 4

度

3   令和元年度～令和4年度標
動 3 4 4 2値 単 位 回

／指 「滝沢市の歩み」販売数 0 950 300 300
実

標 0 502 187 30績 単

項

位 冊 ○特定財源

決   

 

「滝沢市の歩み」冊子

 

販売代投 年度別事業費

 

4,115 10,07

事

 

9 108 26   金【

 

その他】
  資 内 特定

 

財源 1,506 106

 

26
算   

  指 訳 一

目

般財源 4,115 8,

平

573 2

額標 他団体事

成

業負担額

28

項      

年

 目 平成28年度 平成

業

度

29年度 平成30年度

平

令和元年度 備    

成

   考

決投 年度別事

2

業費 80,875 57

9

,013 49,398

年

47,833

資 内 特定

度

財源 35,858 10

平

,394 10,573

成

6,521
算

指 訳 一般

3

財源 45,017 46

実

0

,619 38,825

年

41,312

額標 他団

度

体事業負担額

令和

項    

元

   目 平成28年度

年

平成29年度 平成30

度

年度 令和元年度 備  

備

     考

決投 年度

 

別事業費 1,181,

績

 

045 1,464,7

 

16 2,820,58

 

2 1,194,131

 

資 内 特定財源 352,

 

577 662,700

 

2,054,424 3

考

98,316
算

指 訳 一

目

般財源 828,468

○

802,016 766

全

,158 795,81
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